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 １     将  来  ビ  ジョ  ン 
 （１）  地  域  の  実  態 
 ①  地  域  特  性 

 ＜  地  勢‧  歴  史  的  沿  ⾰  等  ＞ 

 舞  鶴  市  は、  総  ⾯  積  が  342.12  ㎢、  ⼈  ⼝  80,336  ⼈  （令  和  ２  年  国  勢  調  査）  で、  本  州  の  ほ  ぼ 
 中  央  部、  ⽇  本  海  が  最  も  湾  ⼊  し  た  京  都  府  北  東  部  に  位  置  し、  若  狭  湾  に  湾  ⼝  を  開  い  た  京  都  舞 
 鶴  港  は、  波  静  か  な  天  然  の  良  港  を  形  成  し  て  お  り、  約  120km  に  及  ぶ  海  岸  線  ⼀  帯  は、  ⼊  り  江 
 と  岬  が  美  し  く  交  差  し  た  リ  ア  ス  式  海  岸  で  若  狭  湾  国  定  公  園  に  指  定  さ  れ  て  い  る。 

 16  世  紀  後  半  の  細  川  ⽒  の  築  城  以  来、  城  下  町‧  商  ⼯  都  市  と  し  て  発  展  し  た  舞  鶴  市  と  明  治  34 
 年  海  軍  鎮  守  府  の  設  置  に  よ  り  軍  港  都  市  と  し  て  発  展  し  た  東  舞  鶴  市  が  昭  和  18  年  に  合  併  し、  東 
 舞  鶴  と  ⻄  舞  鶴  の  2  つ  の  市  街  地  を  持  つ  複  眼  都  市  と  し  て、  現  在  の  舞  鶴  市  が  誕  ⽣  （昭  和  32  年 
 に  加  佐  町  を  併  合）。  今  も、  ⻄  地  区  に  は  安  ⼟  桃  ⼭  時  代  に  築  か  れ  た  ⽥  辺  城  跡  や  城  下  町  の  ⾵ 
 情  や  街  並  み  が  残  り、  東  地  区  に  は、  「⽇  本  遺  産」  や  「⽇  本  の  20  世  紀  遺  産  20  選」  に  選  定  さ 
 れ  た  国  の  重  要  ⽂  化  財  等  で  構  成  す  る  ⾚  れ  ん  が  倉  庫  群  を  は  じ  め  と  す  る  旧  海  軍  施  設  等  が  あ 
 り、  さ  ら  に  は、  「ユ  ネ  ス  コ  世  界  記  憶  遺  産」  に  登  録  さ  れ  た  戦  後  の  海  外  引  揚  事  業  や  シ  ベ  リ 
 ア  抑  留  等  に  関  す  る  貴  重  な  資  料  を  展  ⽰  す  る  「引  揚  記  念  館」  等  が  所  在  し  て  い  る。 

 ＜  豊  か  な  地  域  資  源  ＞ 

 本  市  は、  豊  富  な  海  産  資  源、  森  林  資  源  を  有  し  て  い  る。  農  業  に  つ  い  て  は、  本  市  を  代  表  す 
 る  農  産  物  で  あ  り、  国  の  地  理  的  表  ⽰  （Ｇ  Ｉ）  保  護  制  度  に  登  録  さ  れ  た  「万  願  寺  ⽢  と  う」 
 や、  平  成  24  年  か  ら  ５  年  連  続  産  地  賞  第  ⼀  位  に  輝  い  た  「舞  鶴  茶」  を  は  じ  め、  「佐  波  賀  だ  い 
 こ  ん」、  「舞  鶴  か  ぶ」  な  ど  の  伝  統  野  菜  の  ⽣  産  振  興  に  努  め  る  と  と  も  に、  漁  業  に  つ  い  て 
 は、  「舞  鶴  か  に」  や  「丹  後  と  り  ⾙」、  「牡  蠣」、  更  に  は  近  年  漁  獲  量  が  急  増  し  た  「京  さ 
 わ  ら」  な  ど  の  ブ  ラ  ン  ド  化  を  進  め  て  い  る。    

 ＜  ⽇  本  海  側  の  国  際  港  湾  ゲー  ト  ウェ  イ  拠  点  ＞ 

 平  成  23  年  11  ⽉  に  「国  際  海  上  コ  ン  テ  ナ」、  「国  際  フェ  リー‧  Ｒ  Ｏ  Ｒ  Ｏ  船」、  「外  航  ク 
 ルー  ズ」  の  ３  つ  の  機  能  に  お  い  て、  ⽇  本  海  側  拠  点  港  に  選  定  さ  れ  た  近  畿  地  ⽅  の  ⽇  本  海  側  で 
 唯  ⼀  の  重  要  港  湾  で  あ  る  「京  都  舞  鶴  港」  を  擁  す  る  北  近  畿  の  中  核  都  市  で  あ  り、  舞  鶴  若  狭  ⾃ 
 動  ⾞  道  や  京  都  縦  貫  ⾃  動  ⾞  道  な  ど  の  ⾼  速  道  路  ネッ  ト  ワー  ク  全  線  開  通  に  よ  る  京  阪  神、  中  京 
 圏、  北  陸  圏  等  と  の  ア  ク  セ  ス  向  上  と、  港  湾  施  設  の  整  備  促  進  等  に  よ  る  京  都  舞  鶴  港  の  機  能  強 
 化  が  図  ら  れ  る  中、  国  や  京  都  府  と  の  強  固  な  連  携  に  よ  る  港  湾  振  興  を  推  し  進  め、  ⽇  露  韓  を  結 
 ぶ  国  際  フェ  リー  航  路  が  開  設  し  た  ほ  か、  コ  ン  テ  ナ  貨  物  取  扱  量、  ⼤  型  ク  ルー  ズ  客  船  の  寄  港 
 数  と  も  に  ⾶  躍  的  に  増  加  す  る  等、  物  流‧  ⼈  流  の  関  ⻄  経  済  圏  の  ⽇  本  海  側  ゲー  ト  ウェ  イ  と  し 
 て  の  機  能  強  化  が  進  ん  で  い  る。 

 ＜  京  都  府  北  部  地  域  連  携  都  市  圏  ＞ 

 京  都  府  北  部  ５  市  ２  町  （舞  鶴  市、  福  知  ⼭  市、  綾  部  市、  宮  津  市、  京  丹  後  市、  伊  根  町  並  び 
 に  与  謝  野  町）  で  は、  ⼈  ⼝  減  少  等  の  課  題  が  顕  在  化  す  る  中、  単  独  で  課  題  解  決  を  図  る  の  で  は 
 な  く、  ５  市  ２  町  を  １  つ  の  30  万  ⼈  都  市  圏  と  し、  各  市  町  の  強  み  を  ⽣  か  し  た  「⽔  平  連  携」  に 
 よ  る  機  能  強  化  を  図  る  た  め、  平  成  27  年  ４  ⽉  に  「京  都  府  北  部  地  域  連  携  都  市  圏  形  成  推  進  宣 
 ⾔」  を  ⾏  い、  観  光  振  興  や  地  域  産  業  の  活  性  化、  ⾼  等  教  育  機  関  と  の  連  携  に  よ  る  ⼈  材  育  成、 
 移  住‧  定  住  の  促  進、  ⾏  政  サー  ビ  ス  の  シー  ム  レ  ス  化、  交  通  ネッ  ト  ワー  ク  の  強  化  等  に  取  り 
 組  み、  圏  域  全  体  で  持  続  可  能  な  ま  ち  づ  く  り  を  進  め  て  い  る。 
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 ②  今  後  取  り  組  む  課  題 

 ＜  ⼈  ⼝  構  造  ＞ 

 本  市  に  は、  海  上  ⾃  衛  隊、  海  上  保  安  庁  が  所  在  し  て  お  り、  20  〜  29  歳  ま  で  の  若  年  男  性  層  が 
 多  い  と  い  う  特  性  が  あ  る  ⼀  ⽅、  進  学  等  に  伴  い  ⾼  校  卒  業  後  に  市  外  転  出  し  た  若  年  ⼥  性  層  の  Ｕ 
 ター  ン  数  が  少  な  く、  ア  ン  バ  ラ  ン  ス  な  男  ⼥  ⼈  ⼝  構  成  と  なっ  て  い  る。 

 第  ２  次  ベ  ビー  ブー  ム  世  代  の  主  要  出  産  期  が  過  ぎ、  少  ⼦  化  傾  向  が  続  い  て  い  る  が、  ⼀  ⽅、 
 合  計  特  殊  出  ⽣  率  は  全  国  平  均  を  ⼤  き  く  上  回っ  て  お  り、  ⼦  育  て  し  や  す  い  環  境  づ  く  り  の  充  実 
 等  を  図  る  施  策  が  効  果  を  上  げ  て  い  る。  今  後、  第  ２  次  ベ  ビー  ブー  ム  世  代  の  ⼦  ど  も  世  代  が  成 
 ⼈  を  迎  え  る  に  当  たっ  て、  積  極  的  な  移  住‧  定  住  促  進  施  策  の  展  開  が  重  要  と  なっ  て  い  る。 

 ま  た、  農  漁  村  部  に  お  け  る  少  ⼦  ⾼  齢  化  が  顕  著  と  なっ  て  お  り、  市  街  地  活  性  化  と  相  乗  効  果 
 を  上  げ  る  ま  ち  づ  く  り  が  必  要  不  可  ⽋  と  なっ  て  い  る。 

 ＜  ⼈  ⼝  減  少、  少  ⼦  ⾼  齢  化  に  対  応  し  た  ま  ち  づ  く  り  へ  の  シ  フ  ト  ＞ 

 ⼈  ⼝  減  少、  少  ⼦  ⾼  齢  化  は  も  と  よ  り、  郊  外  へ  の  ⼈  ⼝  の  拡  散  に  よ  る  中  ⼼  市  街  地  の  空  洞 
 化、  ⼈  ⼝  密  度  の  低  下  が  予  測  さ  れ  る  中、  ⼈  ⼝  の  増  加  を  前  提  と  し  た  ま  ち  づ  く  り  か  ら、  ⼈  ⼝ 
 の  減  少、  少  ⼦  ⾼  齢  社  会  に  対  応  し  た  時  代  に  合っ  た  ま  ち  づ  く  り  へ  シ  フ  ト  し  て  い  く  こ  と  が  求 
 め  ら  れ  て  い  る。  都  市  全  体  の  構  造  を  ⾒  直  し、  分  散  し  て  い  る  都  市  施  設  等  を  交  通  結  節  点  で  あ 
 る  東  ⻄  の  駅  を  中  ⼼  と  し  た  エ  リ  ア  に  誘  導  す  る  こ  と  で、  都  市  機  能  を  適  正  に  誘  導‧  配  置  す  る 
 と  と  も  に、  ⾃  然  豊  か  な  農  漁  村  部  に  お  い  て  は、  農  林  ⽔  産  業  の  振  興、  地  域  コ  ミュ  ニ  ティ  の 
 維  持  活  性  化、  魅  ⼒  あ  る  地  域  資  源  の  保  全‧  活  ⽤  を  図  る  ⼟  地  利  ⽤  を  推  し  進  め、  農  漁  村  部  と 
 市  街  地  間  の  ア  ク  セ  ス  を  向  上  す  る  公  共  交  通  ネッ  ト  ワー  ク  を  確  保  す  る  こ  と  に  よ  り、  持  続  可 
 能  な  ま  ち  を  実  現  す  る  「舞  鶴  版  コ  ン  パ  ク  ト  シ  ティ  ＋  ネッ  ト  ワー  ク」  の  推  進  が  必  要  不  可  ⽋ 
 と  なっ  て  い  る。 

 ＜  働  く  場  の  創  出‧  雇  ⽤  ⼈  材  の  確  保  ＞ 

 本  市  に  お  い  て  は、  有  効  求  ⼈  倍  率  が  平  成  26  年  7  ⽉  以  降  連  続  し  て  1.0  倍  を  超  え  る  な  ど、  雇 
 ⽤  環  境  が  改  善  し  て  お  り、  地  元  企  業  や  域  内  ⾼  等  学  校  と  連  携  を  深  め  る  中、  地  元  ⾼  校  ⽣  の  地 
 元  企  業  へ  の  就  職  も  着  実  に  進  ん  で  い  る。 

 ⼀  ⽅、  ⾼  校  卒  業  後  の  転  出  者  数  に  対  し  て  ⼤  学  等  卒  業  後  の  Ｕ  ター  ン  な  ど  の  20  代  前  半  の  転 
 ⼊  者  数  が  低  調  な  こ  と  が  ⼈  ⼝  の  社  会  減  の  要  因  と  なっ  て  い  る  こ  と  や、  昼  夜  ⼈  ⼝  ⽐  率  が  平  成 
 ２  年  以  降  連  続  し  て  100  未  満  で  あ  る  こ  と、  ま  た、  有  効  求  ⼈  倍  率  が  好  調  に  推  移  す  る  中  で、  業 
 種‧  業  態  に  よっ  て  は  ⼈  ⼿  不  ⾜  が  ⽣  じ  て  い  る  現  状  を  踏  ま  え、  企  業  ⽴  地‧  雇  ⽤  促  進  の  取  組 
 強  化、  働  く  場  の  創  出、  舞  鶴  で  働  き  た  い  ⼈  の  ⽀  援  強  化  と、  雇  ⽤  ⼈  材  の  確  保  が  重  要  と  なっ 
 て  い  る。 

 ＜  森  林  の  荒  廃‧  有  害  ⿃  獣  の  増  加  ＞ 

 森  林  ⾯  積  は  約  27,000ha  で  市  ⾯  積  の  約  ８  割  を  占  め、  戦  後  に  植  林  さ  れ  た  ⼈  ⼯  林  資  源  が  利 
 ⽤  可  能  な  段  階  に  あ  る  が、  担  い  ⼿  不  ⾜  等  に  よ  り  間  伐  等  の  ⼿  ⼊  れ  が  遅  れ、  森  林  の  荒  廃  が  進 
 ん  で  い  る。 

 ま  た、  森  林  の  荒  廃  に  合  わ  せ、  有  害  ⿃  獣  に  よ  る  被  害  が  増  加  し  て  お  り、  年  間  約  7,250  千  円 
 も  の  農  作  物  被  害  が  ⽣  じ  る  な  ど、  有  害  ⿃  獣  対  策  が  喫  緊  の  課  題  と  なっ  て  い  る。 
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 （２）  成  果  と  課  題 
 第  ２  期  Ｓ  Ｄ  Ｇ  ｓ  未  来  都  市  計  画  に  お  い  て、  ス  マー  ト  ⼀  次  産  業  や  共  ⽣  型  地  域  交  通、  防 

 災‧  減  災  な  ど  の  取  組  を  実  施  し  て  き  た。 

 （ス  マー  ト  ⼀  次  産  業） 
 ス  マー  ト  農  業  の  取  組  で  は、  2020  年  か  ら  取  り  組  ん  で  い  る  万  願  寺  ⽢  と  う  栽  培  に  お  け  る  モ 

 ニ  タ  リ  ン  グ  デー  タ  の  調  査  分  析  に  お  い  て、  温  度  や  地  温、  ⽇  照  と  収  穫  量  の  相  関  関  係  が  明  ら 
 か  に  な  り、  効  果  的  な  栽  培  ⽅  法  が  ⼀  定  程  度  確  ⽴  で  き  て  き  た。  同  様  に、  分  析  さ  れ  た  デー  タ 
 を  活  ⽤  す  る  こ  と  で  ⼀  部  の  病  気  の  発  ⽣  が  予  測  可  能  と  なっ  た  た  め、  病  気  の  発  ⽣  予  報  を  実  装 
 し  た。  今  後、  万  願  寺  ⽢  と  う  栽  培  に  お  け  る  モ  ニ  タ  リ  ン  グ  デー  タ  の  蓄  積  と  分  析  を  進  め、  栽 
 培  ⽅  法  の  更  な  る  ⾼  度  化  を  ⽬  指  す  と  と  も  に、  発  ⽣  原  因  が  判  明  し  て  い  な  い  病  気  （尻  腐  れ） 
 の  原  因  究  明  を  ⾏っ  て  い  く  必  要  が  あ  る。  ま  た、  得  ら  れ  た  知  ⾒  を  各  ⽣  産  者  へ  広  げ  て  い  く  必 
 要  が  あ  る。 

 ス  マー  ト  ⽔  産  業  の  取  組  で  は、  2023  年  か  ら  「丹  後  と  り  ⾙」  の  養  殖  漁  場  環  境  モ  ニ  タ  リ  ン 
 グ  （⽔  深、  ⽔  温、  溶  存  酸  素  量、  ク  ロ  ロ  フィ  ル  等）  の  調  査  分  析  を  開  始  し  た。  今  後、  効  果 
 的  な  養  殖  ⽅  法  を  確  ⽴  す  る  た  め、  モ  ニ  タ  リ  ン  グ  デー  タ  の  蓄  積  と  分  析  を  進  め  て  い  く  必  要  が 
 あ  る。 

 （共  ⽣  型  地  域  交  通） 
 共  ⽣  型  地  域  交  通  の  取  組  で  は、  ⾃  家  ⽤  ⾞  を  活  ⽤  し  た  乗  り  合  い  の  マッ  チ  ン  グ  サー  ビ  ス  （ 

 meemo  ）  に  つ  い  て、  meemo  を  運  営  す  る  「⾼  野  地  域  協  議  会」  を  ⽴  ち  上  げ、  地  域  住  ⺠  に 
 よ  る  持  続  的  な  運  営  体  制  を  確  ⽴  し  た。  meemo  が  地  域  に  お  け  る  移  動  の  ⾜  と  し  て  根  付  く  よ 
 う、  利  ⽤  者  の  声  も  踏  ま  え  た  利  便  性  の  向  上  に  取  り  組  む  と  と  も  に、  更  な  る  運  転  ⼿  不  ⾜  等  に 
 備  え、  ⾃  動  運  転  バ  ス  な  ど  新  た  な  技  術  の  導  ⼊  の  可  能  性  を  研  究  し、  時  代  に  即  し  た  地  域  交  通 
 ネッ  ト  ワー  ク  の  構  築  を  ⽬  指  し  て  い  く  必  要  が  あ  る。 

 （防  災‧  減  災） 
 防  災‧  減  災  の  取  組  で  は、  避  難  を  必  要  と  す  る  地  域  に  適  切  な  タ  イ  ミ  ン  グ  で、  市  ⺠  の  避  難 

 ⾏  動  に  つ  な  が  る  情  報  発  信  を  ⾏  う  こ  と  を  ⽬  的  に、  河  川  ⽔  位  等  地  域  と  防  災  情  報  を  連  動  さ  せ 
 た  「舞  鶴  市  総  合  モ  ニ  タ  リ  ン  グ  情  報  配  信  シ  ス  テ  ム」  を  開  発  し  た。  そ  の  上  で、  国  や  京  都  府 
 の  シ  ス  テ  ム  と  の  デー  タ  連  携  や  発  信  情  報  （⽔  位  箇  所）  の  拡  充  を  ⾏  う  な  ど、  随  時  機  能  を  強 
 化  し  て  き  た。  ま  た、  2024  年  か  ら  は、  市  ⺠  に  分  か  り  や  す  く  防  災  情  報  を  届  け  る  「舞  鶴  市  防 
 災  ア  プ  リ」  の  配  信  を  開  始  し  た。  配  信  後  約  半  年  で  市  ⺠  の  約  １  割  相  当  の  8,300  Ｄ  Ｌ  が  あ  る  な 
 ど、  情  報  発  信  ツー  ル  と  し  て  機  能  し  始  め  た。  今  後  も、  先  進  技  術  を  活  ⽤  し  た  防  災‧  減  災  の 
 取  組  を  進  め、  安  全‧  安  ⼼  な  ま  ち  づ  く  り  を  進  め  て  い  く。 

 今  後、  先  進  技  術  を  活  ⽤  し  た  持  続  可  能  な  ま  ち  づ  く  り  を  推  進  す  る  た  め  に  は、  地  域  課  題  を 
 掘  り  起  こ  し、  地  域  課  題  の  解  決  に  資  す  る  新  た  な  取  り  組  む  を  展  開  し  て  い  く  必  要  が  あ  る。 
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 （３）  2030  年  の  あ  る  べ  き  姿 
 都  会  に  は  な  い  豊  か  な  ⾃  然  や  歴  史‧  ⽂  化  を  最  ⼤  限  に  ⽣  か  す  と  と  も  に、  第  ４  次  産  業  ⾰  命 

 と  呼  ば  れ  る  Ｉ  Ｃ  Ｔ  等  の  先  進  技  術  を  積  極  的  に  導  ⼊  し、  「舞  鶴  版  Society5.0  」  を  推  進  す  る 
 中  で  ⽇  常  ⽣  活  や  都  市  機  能  に  お  け  る  効  率  性  や  利  便  性、  安  全  性  な  ど  の  向  上、  ヒ  ト  と  ヒ  ト  の 
 つ  な  が  り  の  強  化、  ⾼  齢  者  や  ⼥  性  の  更  な  る  社  会  参  画  等  を  促  す  中  で、  新  た  な  価  値  創  造  を  切 
 り  拓  き  く  と  と  も  に  ま  ち  の  持  続  可  能  性  を  ⾼  め、  「ヒ  ト、  モ  ノ、  情  報、  あ  ら  ゆ  る  資  源  が  つ 
 な  が  る  “未  来  の  舞  鶴”」  を  実  現  す  る。 

 ＜  経  済  ＞  地  域  経  済  の  維  持‧  拡  ⼤ 

 ●  海‧  港  を  ⽣  か  し  た  産  業  振  興  と  若  者  が  働  く  場  の  確  保 

 ‧  京  都  舞  鶴  港  の  ⽇  本  海  側  の  国  際  港  湾  ゲー  ト  ウェ  イ  を  ⽣  か  し  た  産  業  振  興‧  雇  ⽤  の  場  の 

    確  保 

 ●  特  ⾊  あ  る  ⼀  次  産  業‧  地  場  産  業‧  観  光  産  業  等  の  ブ  ラ  ン  ド  化 

 ‧  観  光  と  関  連  さ  せ  た  農  林  ⽔  産  業  の  ブ  ラ  ン  ド  化‧  六  次  産  業  化  に  よ  る  地  産  外  商  の  促  進 

 ＜  社  会  ＞  誰  も  が  豊  か  な  ⽣  活  を  享  受  で  き  る  社  会  の  実  現 

 ●  ⼈  ⼝  構  造  の  変  化  に  対  応  し  た  都  市  機  能  等  の  整  備 

 ‧  ダ  イ  バー  シ  ティ‧  イ  ン  ク  ルー  ジョ  ン  に  よ  る  誰  も  が  ⼼  豊  か  に  暮  ら  せ  る  地  域  の  実  現 

 ‧  ⼈  ⼝  減  少‧  少  ⼦  ⾼  齢  化  社  会  に  お  け  る  マ  ン  パ  ワー  の  不  ⾜  を  補  う  技  術  の  導  ⼊ 

 ●  育  成  と  流  ⼊  の  促  進  に  よ  る  地  域  を  担  う  ⼈  材  の  確  保 

 ‧  「住  み  続  け  た  い」  と  思  う  ま  ち  を  実  現  し、  若  者  の  流  出  を  抑  制 

 ＜  環  境  ＞  舞  鶴  版  「地  域  循  環  共  ⽣  圏」  の  創  造 

 ●  再  ⽣  可  能  エ  ネ  ル  ギー  の  活  ⽤  促  進  に  よ  る  脱  炭  素  社  会  の  実  現 

 ‧  関  ⻄  圏  の  エ  ネ  ル  ギー  拠  点、  ⽇  本  海  側  国  防  の  海  事  拠  点  の  エ  ネ  ル  ギー  リ  ス  ク  を  防  ぐ  再 

    ⽣  可  能  エ  ネ  ル  ギー  を  活  ⽤  し  た  地  産  地  消‧  ⾃  ⽴  分  散  型  エ  ネ  ル  ギー  の  形  成 

 ●  Ｉ  ｏ  Ｔ  を  活  ⽤  し  た  事  業  効  率  化  に  よ  り  資  源  が  循  環  す  る  社  会  の  構  築 

 ‧  Ｉ  ｏ  Ｔ  等  の  活  ⽤  に  よ  る  住  ⺠  の  利  便  性  の  向  上  を  通  じ  た  資  源  の  有  効  活  ⽤ 
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 ①  地  域  経  済  の  維  持‧  拡  ⼤ 

 前  述  の  「京  都  舞  鶴  港」  は  も  と  よ  り、  ⾚  れ  ん  が  の  近  代  化  遺  産  や  引  き  揚  げ  の  歴  史  遺  産  な 
 ど、  本  市  の  歴  史  や  地  勢  に  由  来  し、  更  な  る  “し  ご  と”  “稼  ぎ”  を  ⽣  み  出  す  ポ  テ  ン  シャ  ル  を  秘 
 め  た  資  源  が  多  数  所  在  し  て  お  り、  既  に  あ  る  リ  ソー  ス  を  最  ⼤  限  に  活  ⽤  す  る  た  め  の  創  意  ⼯  夫 
 や  先  進  技  術  の  導  ⼊  が  図  ら  れ  る  中  で、  省  資  源  で  ⾼  い  ⽣  産  性  や  販  路  の  拡  ⼤  が  進  み、  若  者  が 
 魅  ⼒  を  感  じ  る  働  く  場  の  創  出  が  実  現  し  て  い  る。    

 Ｉ  Ｃ  Ｔ  の  積  極  的  な  活  ⽤  や、  機  械  化‧  ⾃  動  化  等  に  よ  る  省  ⼒  化  の  推  進  に  加  え、  農  家  や  漁 
 師  等  の  ⻑  年  の  勘  や  経  験  に  基  づ  く  作  業  の  ⾒  え  る  化  の  実  現  に  よ  り、  新  規  の  就  業  が  困  難  で 
 あっ  た  農  業  や  漁  業  が、  誰  も  が  新  規  に  就  農‧  就  漁  し、  ⽣  活  の  基  盤  と  す  る  こ  と  が  で  き  る  産 
 業  へ  と  確  ⽴  さ  れ、  地  域  の  魅  ⼒  的  な  ⼀  次  産  業  が  維  持‧  拡  ⼤  さ  れ  て  い  る。 

 ②  誰  も  が  豊  か  な  ⽣  活  を  享  受  で  き  る  社  会  の  実  現 

 若  年  層  の  都  会  へ  の  流  出  が  続  く  ⼀  ⽅、  ふ  る  さ  と  を  愛  し、  ふ  る  さ  と  に  住  み  続  け  た  い、  ふ 
 る  さ  と  に  帰っ  て  ⽣  活  し  た  い  と  望  む  者  も  多  数  い  る  中  に  お  い  て、  本  地  域  の  持  続  可  能  性  を  ⾼ 
 め  る  に  は、  「住  み  た  い」  と  い  う  希  望  を  叶  え  る  た  め  に  必  要  な、  魅  ⼒  的  な  仕  事  や  住  環  境  を 
 将  来  に  わ  た  り  維  持  確  保‧  創  出  し  続  け  る  こ  と  が  必  要  で  あ  る。 

 ダ  イ  バー  シ  ティ‧  イ  ン  ク  ルー  ジョ  ン  が  推  進  さ  れ、  性  別  や  年  齢、  国  籍、  社  会  的  地  位、 
 障  が  い  の  有  無、  性  ⾃  認、  価  値  観  等  を  問  わ  ず、  本  ⼈  の  意  欲  に  応  じ  て  働  く  こ  と  が  で  き、  社 
 会  に  参  画‧  貢  献  す  る  こ  と  が  で  き  る  な  ど、  「共  ⽣」  と  「⾃  ⽴」  に  よ  る  真  に  誰  ⼀  ⼈  も  取  り 
 残  さ  な  い、  誰  も  が  ⼼  豊  か  に  暮  ら  せ  る  ま  ち‧  社  会  が  実  現  し  て  い  る。 

 地  域  に  所  在  す  る  “し  ご  と”  の  魅  ⼒  向  上  策  や  ふ  る  さ  と  教  育  の  推  進  等  に  よ  る  Ｕ  ター  ン  の  促 
 進  を  図  る  と  と  も  に、  内  外  の  企  業  や  ⾼  等  教  育  機  関  等  と  連  携  し  た  ⼈  材  育  成  の  推  進  に  よ  り、 
 地  域  の  将  来  を  担  う  ⼈  材  を  確  保  し、  そ  の  上  で  不  ⾜  す  る  マ  ン  パ  ワー  に  つ  い  て  は、  ロ  ボッ  ト 
 や  Ａ  Ｉ、  Ｉ  ｏ  Ｔ  の  積  極  的  な  活  ⽤  に  よ  り  補  い、  ⾼  齢  化  が  進  む  中  に  お  い  て  も  移  動  ⼿  段  な  ど 
 ⽣  活  に  必  要  な  利  便  性  が  確  保  さ  れ、  都  会  に  は  な  い  ⾃  然  や  ⽂  化  の  中  で  ⼼  豊  か  に  暮  ら  す  こ  と 
 が  で  き  る  ま  ち  が  実  現  し  て  い  る。 

 ③  舞  鶴  版  「地  域  循  環  共  ⽣  圏」  の  創  造 

 再  ⽣  可  能  エ  ネ  ル  ギー  に  よ  る  発  電  や  蓄  電  施  設  の  導  ⼊  促  進  や  市  ⺠‧  事  業  所  へ  の  理  解  促 
 進‧  普  及  活  動  等  に  よ  り、  市  内  に  お  け  る  再  ⽣  可  能  エ  ネ  ル  ギー  の  普  及  率  が  ⾼  ま  り、  低  炭  素 
 で  効  率  的  な  ま  ち  が  実  現  し  て  い  る。 

 ま  た、  再  ⽣  可  能  エ  ネ  ル  ギー  の  普  及  に  よ  る  エ  ネ  ル  ギー  の  分  散  化  や、  Ａ  Ｉ  や  セ  ン  サー  技 
 術  等  を  活  ⽤  し  た  予  測  シ  ス  テ  ム  の  確  ⽴  に  よ  り、  災  害  に  強  く  レ  ジ  リ  エ  ン  ス  な  ま  ち  が  実  現  し 
 て  い  る。 

 住  ⺠  へ  の  普  及  活  動  を  推  進  す  る  と  と  も  に、  Ｉ  ｏ  Ｔ  等  の  活  ⽤  に  よ  る  多  様  な  ラ  イ  フ  ス  タ  イ 
 ル  に  応  じ  た  利  便  性  の  ⾼  い  回  収  シ  ス  テ  ム  が  確  ⽴  さ  れ、  限  り  あ  る  資  源  が  余  す  こ  と  な  く  有  効 
 に  使  わ  れ  る  循  環  型  の  社  会  が  形  成  さ  れ  て  い  る。 
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 （４）  2030  年  の  あ  る  べ  き  姿  の  実  現  に  向  け  た  優  先  的  な  ゴー  ル、  ター  ゲッ  ト 
 （経  済） 

 ゴー  ル、 

 ター  ゲッ  ト  番  号 

 Ｋ  Ｐ  Ｉ 

 ２ 

 ２  ．  ３ 

 ２  ．  ４ 

 指  標  ：  万  願  寺  ⽢  と  う  の  出  荷  額 
 現  在  （  2024  年  ３  ⽉）  ： 
    1  億  7,500  万  円 

 2030  年  ： 
 3  億  円 

 ９ 

 ９  ．  ４ 

 指  標  ：  京  都  舞  鶴  港  に  お  け  る  ク  ルー  ズ  客  船  来  航  数 
 現  在  （  2023  ）  ： 
    10  回 

 2030  年  ： 
 100  回 

 産  官  学  の  連  携  に  よ  り、  ⼀  次  産  業  に  Ｉ  ｏ  Ｔ  や  セ  ン  サー  技  術  を  活  ⽤  す  る  こ  と  で、  本  市  の 
 主  要  農  産  品  で  あ  る  万  願  寺  ⽢  と  う  の  ⽣  産  の  安  定  化  や  出  荷  額  の  拡  ⼤  な  ど  を  図  る  と  と  も  に、 
 養  殖  業  等  ⽔  産  業  に  お  い  て  も、  操  業  の  効  率  化  や  ⽣  産  の  安  定  化  を  図  る。  ま  た、  こ  の  取  組  を 
 通  じ  て、  担  い  ⼿‧  後  継  者  不  ⾜  等  の  解  消  に  つ  な  げ、  ⼀  次  産  業  の  持  続  可  能  性  を  ⾼  め  る。  京 
 都  舞  鶴  港  に  お  け  る  ク  ルー  ズ  客  船  の  来  航  者  数  の  拡  ⼤  は、  港  湾  事  業  者  は  も  と  よ  り、  本  市  並 
 び  に  周  辺  の  市  町  村  に  お  け  る  交  通  事  業  者  や  商  店  へ  の  経  済  効  果  を  創  出  す  る  も  の  で  あ  り、  ク 
 ルー  ズ  客  船  の  来  航  数  の  増  加  を  通  じ  既  存  の  産  業  の  維  持‧  拡  ⼤  を  図  る  と  と  も  に、  観  光  分  野 
 等  に  お  け  る  新  た  な  産  業  を  創  出  し、  地  域  経  済  の  持  続  可  能  性  を  ⾼  め  る。 

 （社  会） 

 ゴー  ル、 

 ター  ゲッ  ト  番  号 

 Ｋ  Ｐ  Ｉ 

 １ 

 １  ．  ２ 

 指  標  ：  就  労  移  ⾏  ⽀  援  や  Ａ  型、  Ｂ  型  か  ら  ⼀  般  就  労  へ  の  移  ⾏  者  数 
 現  在  （  2024  年  ３  ⽉）  ： 

 ６  ⼈  ∕  年 
 2030  年  ： 

 12  ⼈  ∕  年 

 ４ 

 ４  ．  ４ 

 ４  ．  ５ 

 指  標  ：  就  労  移  ⾏  ⽀  援  や  Ａ  型、  Ｂ  型  か  ら  ⼀  般  就  労  へ  の  移  ⾏  者  数 
 現  在  （  2024  年  ３  ⽉）  ： 

 ６  ⼈  ∕  年 
 2030  年  ： 

 12  ⼈  ∕  年 

 ８ 

 ８  ．  ５ 

 指  標  ：  就  労  移  ⾏  ⽀  援  や  Ａ  型、  Ｂ  型  か  ら  ⼀  般  就  労  へ  の  移  ⾏  者  数 
 現  在  （  2024  年  ３  ⽉）  ： 

 ６  ⼈  ∕  年 
 2030  年  ： 

 12  ⼈  ∕  年 

 ⼈  ⼝  減  少  や  ⾼  齢  化  が  進  ⾏  す  る  中  に  お  い  て、  時  代  に  応  じ  た  都  市  機  能  の  整  備  に  よ  り  ⽣  活 
 の  利  便  性  を  ⾼  め  る  と  と  も  に、  先  進  技  術  等  の  活  ⽤  や  共  ⽣  の  推  進  に  よ  り、  社  会  的  弱  者  等  の 
 就  労  を  通  じ  た  経  済  的  ⾃  ⽴  や  社  会  参  画  を  通  じ、  真  に  「誰  ⼀  ⼈  取  り  残  さ  な  い」  「誰  も  が  活 
 躍  で  き  る」  社  会  を  実  現  す  る。 
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 （環  境） 

 ゴー  ル、 

 ター  ゲッ  ト  番  号 

 Ｋ  Ｐ  Ｉ 

 ７ 

 ７  ．  １ 

 ７  ．  ２ 

 指  標  ：  公  共  施  設  に  お  け  る  再  ⽣  可  能  エ  ネ  ル  ギー  ⽐  率 
 現  在  （  2024  年  ３  ⽉）  ： 
    0.8  ％ 

 2030  年  ： 
    100  ％ 

 脱  炭  素  社  会  を  実  現  す  る  た  め、  「舞  鶴  市  地  域  エ  ネ  ル  ギー  ビ  ジョ  ン  （  2021  年  6  ⽉  策 
 定）」  に  基  づ  き、  市  内  に  お  け  る  再  ⽣  可  能  エ  ネ  ル  ギー  の  発  電  量  を  増  加  さ  せ  る  と  と  も  に、 
 市  施  設  は  も  と  よ  り  家  庭  や  市  内  事  業  所  等  に  お  け  る  再  ⽣  可  能  エ  ネ  ル  ギー  の  使  ⽤  ⽐  率  の  向  上 
 を  図  る  な  ど、  エ  ネ  ル  ギー  の  地  産  地  消  を  推  進  し、  舞  鶴  版  Ｒ  Ｅ  100  の  実  現  を  ⽬  指  す。 

 ※  改  ペー  ジ 
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 ２     ⾃  治  体  Ｓ  Ｄ  Ｇ  ｓ  の  推  進  に  資  す  る  取  組 
 （１）  -  １     ⾃  治  体  Ｓ  Ｄ  Ｇ  ｓ  の  推  進  に  資  す  る  取  組 
 ①  海‧  港  を  ⽣  か  し  た  産  業  振  興  と  若  者  が  働  く  場  の  確  保 

 ゴー  ル、 

 ター  ゲッ  ト  番  号 

 Ｋ  Ｐ  Ｉ 

 ９ 

 ９  ．  ４ 

 指  標  ：  京  都  舞  鶴  港  に  お  け  る  年  間  取  扱  貨  物  量 
 現  在  （  2023  ）  ： 

 9,411  千  ト  ン 
 2027  年  ： 

 11,933  千  ト  ン 

 再  ⽣  可  能  エ  ネ  ル  ギー  や  次  世  代  エ  ネ  ル  ギー  な  ど  の  エ  ネ  ル  ギー  源  を  省  エ  ネ  化  を  進  め  た  港 
 湾  施  設  や  観  光  施  設  で  Ｅ  Ｍ  Ｓ  で  効  率  的  に  利  ⽤  す  る  と  と  も  に、  Ｉ  ｏ  Ｔ  を  活  ⽤  し  た  ス  マー  ト 
 な  港  と  し  て  の  整  備  を  ⽬  指  す。 

 取  扱  貨  物  量  や  ク  ルー  ズ  船  寄  港  回  数  の  増  加  に  あ  わ  せ、  従  来  の  港  湾  機  能  で  あ  る  物  流  拠  点 
 と  し  て  の  機  能  の  拡  充  と  と  も  に、  観  光  分  野  に  お  け  る  お  も  て  な  し  拠  点  と  し  て  の  新  た  な  機  能 
 の  付  与  や、  港  湾‧  観  光  な  ど  に  再  ⽣  可  能  エ  ネ  ル  ギー  を  活  ⽤‧  連  携  さ  せ  る  こ  と  で、  港  の  更 
 な  る  発  展  が  求  め  ら  れ  て  い  る  中  に  お  い  て、  再  ⽣  可  能  エ  ネ  ル  ギー  等  の  集  積  地  や  エ  ネ  ル  ギー 
 の  地  産  地  消  を  ⾏  う  港  と  し  て、  国  内  外  に  発  信  し、  京  都  舞  鶴  港  や  周  辺  地  域  の  み  な  ら  ず、  京 
 都  府  北  部  地  域  の  活  性  化  に  つ  な  げ  る。 

 ②  特  ⾊  あ  る  ⼀  次  産  業‧  地  場  産  業‧  観  光  産  業  等  の  ブ  ラ  ン  ド  化 

 ゴー  ル、 

 ター  ゲッ  ト  番  号 

 Ｋ  Ｐ  Ｉ 

 ２ 

 ２  ．  ３ 

 ２  ．  ４ 

 指  標  ：  万  願  寺  ⽢  と  う  の  出  荷  額 
 現  在  （  2024  年  ３  ⽉）  ： 

 1  億  7,500  万  円  ∕  年 
 2027  年  ： 

 2  億  6,000  万  円  ∕  年 

 産  官  学  等  の  多  様  な  連  携  に  よ  り、  ⼀  次  産  業  に  Ｉ  ｏ  Ｔ  や  セ  ン  サー  技  術  を  活  ⽤  す  る  こ  と 
 で、  ⼀  次  産  業  の  安  定  と  発  展  を  ⽬  指  す。  農  業  で  は、  万  願  寺  ⽢  と  う  を  栽  培  す  る  ハ  ウ  ス  の 
 デー  タ  （気  温、  地  温、  ⽇  照  等）  の  共  有  や  栽  培  環  境  と  病  気  発  ⽣  の  相  関  関  係  を  調  査  分  析  す 
 る  こ  と  で  収  穫  量  の  増  加  と  出  荷  額  の  拡  ⼤  を  ⽬  指  す。  ま  た、  ⽔  産  業  で  は、  丹  後  と  り  ⾙  の  漁 
 場  環  境  モ  ニ  タ  リ  ン  グ  （⽔  深、  ⽔  温、  溶  存  酸  素  量、  ク  ロ  ロ  フィ  ル  等）  を  調  査  分  析  す  る  こ 
 と  で  安  定  供  給  及  び  増  産  を  ⽬  指  す。 

 ③  ⼈  ⼝  構  造  の  変  化  に  対  応  し  た  都  市  機  能  の  整  備 

 ゴー  ル、 

 ター  ゲッ  ト  番  号 

 Ｋ  Ｐ  Ｉ 

 11 

 11  ．  ２ 

 指  標  ：  市  内  公  共  交  通  利  ⽤  者  数 
 現  在  （  2024  年  ３  ⽉）  ： 

 179.2  万  ⼈  ∕  年 
 2027  年  ： 

 203.5  万  ⼈  ∕  年 

 ⼈  ⼝  減  少  や  ⾼  齢  化  の  進  ⾏  が  進  み、  運  転  免  許  の  返  納  に  よ  り  移  動  ⼿  段  を  失  う  な  ど、  ⽣  活 
 環  境  の  ⼤  き  な  変  化  が  予  測  さ  れ  る  中  に  あっ  て、  各々  が  引  き  続  き  住  み  慣  れ  た  愛  着  あ  る  地  域 
 に  住  み  続  け  る  こ  と  が  で  き  る  よ  う、  交  通  系  Ｉ  Ｃ  カー  ド  を  活  ⽤  し  た  「⾮  接  触」、  「キャッ 
 シュ  レ  ス  化」  の  推  進  に  よ  る  地  域  経  済  の  活  性  化  や  公  共  交  通  の  利  ⽤  促  進  を  ⾏  う  と  と  も  に、 
 ⾃  家  ⽤  ⾞  を  活  ⽤  し  た  乗  り  合  い  の  マッ  チ  ン  グ  サー  ビ  ス  （  meemo  ）  を  通  じ  た  共  ⽣  型  地  域  交 
 通  に  よ  る  利  便  性  向  上  や  市  ⺠  同  ⼠  の  共  助  の  促  進  を  図  る  こ  と  で、  豊  か  な  ⽣  活  を  実  現  す  る。 
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 ま  た、  今  後、  更  な  る  運  転  ⼿  不  ⾜  な  ど  に  備  え、  ⾃  動  運  転  バ  ス  な  ど  の  新  た  な  技  術  の  導  ⼊  の 
 可  能  性  を  研  究  し、  時  代  に  即  し  た  都  市  機  能  の  構  築  を  ⽬  指  す。 

 ダ  イ  バー  シ  ティ‧  イ  ン  ク  ルー  ジョ  ン  の  推  進  と  先  進  技  術  の  積  極  的  な  活  ⽤  に  よ  り、  性  別 
 や  年  齢、  国  籍、  社  会  的  地  位、  障  が  い  の  有  無、  性  ⾃  認、  価  値  観  等  を  問  わ  ず、  本  ⼈  の  意  欲 
 に  応  じ  て  働  き、  社  会  に  参  画‧  貢  献  す  る  こ  と  が  で  き  る  な  ど、  「共  ⽣」  と  「⾃  ⽴」  に  よ  る 
 真  に  誰  ⼀  ⼈  も  取  り  残  さ  な  い、  誰  も  が  ⼼  豊  か  に  暮  ら  せ、  活  躍  で  き  る  ま  ち‧  社  会  づ  く  り  を 
 推  進  す  る。 

 ④  育  成  と  流  ⼊  の  促  進  に  よ  る  地  域  を  担  う  ⼈  材  の  確  保 

 ゴー  ル、 

 ター  ゲッ  ト  番  号 

 Ｋ  Ｐ  Ｉ 

 ８ 

 ８  ．  ９ 

 指  標  ：  コ  ワー  キ  ン  グ  ス  ペー  ス  へ  の  来  訪  者  数 
 現  在  （  2024  年  ３  ⽉）  ： 

 5,015  ⼈  ∕  年 
 2027  年  ： 

 7,000  ⼈  ∕  年 

 11 

 11  ．  ａ 

 指  標  ：  市  外  在  住  の  学  ⽣  等  向  け  地  域  体  験  プ  ロ  グ  ラ  ム  等  へ  の  参  加  者  数 
 現  在  （  2024  年  ３  ⽉）  ： 

 80  ⼈  ∕  年 
 2027  年  ： 

 100  ⼈  ∕  年 

 舞  鶴  ⼯  業  ⾼  等  専  ⾨  学  校  や  京  都  職  業  能  ⼒  開  発  短  期  ⼤  学  校  （ポ  リ  テ  ク  カ  レッ  ジ  京  都）  な 
 ど  市  内  に  所  在  す  る  ⾼  等  教  育  機  関  等  と  都  市  部  の  Ｉ  Ｔ  系  企  業  等  と  連  携  す  る  中  で、  Ｉ  Ｔ  ス  キ 
 ル  を  持  つ  若  者  を  育  成  し、  地  域  の  産  業  の  成  ⻑  に  必  要  な  ⼈  材  を  育  成  す  る  と  と  も  に、  ⼈  材  育 
 成  ⼒  を  礎  に、  将  来  的  に  は  地  域  外  か  ら  Ｉ  Ｔ  ⼈  材  や  企  業  が  流  ⼊  す  る  地  域  を  創  り  上  げ  る。 

 ま  た、  2022  年  か  ら  株  式  会  社  ウッ  ディー  ハ  ウ  ス  が  舞  鶴  ⾚  れ  ん  が  パー  ク  の  管  理‧  運  営  を 
 ⾏っ  て  い  る  こ  と  か  ら、  ⼀  体  的  な  管  理‧  運  営  に  よ  る  更  な  る  賑  わ  い  創  出  や  多  様  な  交  流  の  促 
 進  な  ど  を  ⽬  指  し、  令  和  ７  年  度  か  ら  同  パー  ク  内  に  あ  る  コ  ワー  キ  ン  グ  ス  ペー  ス  も  同  社  へ  移 
 管  す  る  こ  と  と  なっ  た。  今  後、  株  式  会  社  ウッ  ディー  ハ  ウ  ス  と  連  携  し、  本  市  の  豊  か  な  ⾃  然 
 や  歴  史‧  ⽂  化  な  ど  の  魅  ⼒  を  最  ⼤  限  に  活  ⽤  し、  市  内  外  の  教  育  機  関  と  の  連  携  を  図  る  と  と  も 
 に、  積  極  的  に  ⼤  学  ゼ  ミ  等  の  学  ⽣  を  誘  致  し、  市  内  の  フィー  ル  ド  ワー  ク  を  通  じ  て  関  係  ⼈  ⼝ 
 の  増  加  を  ⽬  指  す。  ま  た、  市  内  の  若  者  等  を  対  象  と  し  た  郷  ⼟  愛  や  シ  ビッ  ク  プ  ラ  イ  ド  の  醸  成 
 を  図  り、  市  内  就  業  や  U  ター  ン  の  促  進、  市  外  に  在  住  し  な  が  ら  舞  鶴  市  に  積  極  的  に  関  わ  る  ⼈ 
 材  の  育  成  を  推  進  す  る。 

 転  勤  族  が  多  い  本  市  に  お  い  て  は、  市  内  企  業  の  ⼈  ⼿  が  不  ⾜  し  て  い  る  ⼀  ⽅、  ２〜  ３  年  周  期 
 で  本  市  を  離  れ  る  可  能  性  が  あ  る  転  勤  族  の  配  偶  者  は  企  業  か  ら  採  ⽤  さ  れ  に  く  く、  働  く  意  欲  を 
 持  ち  な  が  ら  も  未  就  労  の  ⼥  性  が  多  い  と  い  う  課  題  が  あ  る。  デ  ジ  タ  ル  マー  ケ  ティ  ン  グ  講  座  等 
 の  実  施  を  通  じ  て  デ  ジ  タ  ル  ⼈  材  を  育  成  し、  働  く  意  欲  を  持  つ  ⼈  が、  時  間  や  場  所  に  と  ら  わ  れ 
 ず  働  け  る  ス  キ  ル  の  習  得  を  ⽀  援  す  る  こ  と  で、  ⼥  性  の  就  労‧  キャ  リ  ア  形  成  を  促  進  し、  本  市 
 に  お  け  る  ⼈  ⼿  不  ⾜  の  解  消  へ  と  結  び  つ  け  る。 

 ⑤  再  ⽣  可  能  エ  ネ  ル  ギー  の  活  ⽤  促  進  に  よ  る  脱  炭  素  社  会  の  実  現 

 ゴー  ル、 

 ター  ゲッ  ト  番  号 

 Ｋ  Ｐ  Ｉ 

 ７ 

 ７  ．  ２ 

 指  標  ：  住  宅  ⽤  太  陽  光  発  電  シ  ス  テ  ム  の  設  置  基  数  （累  計） 
 現  在  （  2024  年  ３  ⽉）  ： 

 2,052  基 
 2027  年  ： 

 2,300  基 
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 「舞  鶴  市  地  域  エ  ネ  ル  ギー  ビ  ジョ  ン  （  2021  年  6  ⽉  策  定）」  に  基  づ  き、  市  内  に  お  け  る  再 
 ⽣  可  能  エ  ネ  ル  ギー  の  普  及  率  を  ⾼  め  る  と  と  も  に、  エ  ネ  ル  ギー  の  分  散  化  等  に  よ  り  災  害  時  の 
 ⾮  常  ⽤  電  源  を  確  保  す  る  な  ど、  レ  ジ  リ  エ  ン  ス  性  の  ⾼  い  ま  ち  づ  く  り  を  推  進  す  る。。 

 ま  た、  Ｐ  Ｐ  Ａ  モ  デ  ル  や  ソー  ラー  シェ  ア  リ  ン  グ  な  ど  再  ⽣  可  能  エ  ネ  ル  ギー  の  導  ⼊  量  を  促 
 進  さ  せ  る  事  業  の  実  現  を  ⽬  指  す  な  ど、  市  内  で  再  ⽣  可  能  エ  ネ  ル  ギー  を  普  及  さ  せ  る  ビ  ジ  ネ  ス 
 モ  デ  ル  の  構  築  を  推  進  す  る。 

 ⑥  Ｉ  o  Ｔ  を  活  ⽤  し  た  事  業  効  率  化  に  よ  り  資  源  が  循  環  す  る  社  会  の  構  築 

 ゴー  ル、 

 ター  ゲッ  ト  番  号 

 Ｋ  Ｐ  Ｉ 

 12 

 12  ．  ５ 

 指  標  ：  廃  プ  ラ  ス  チッ  ク  類  の  焼  却  に  伴  う  Ｃ  Ｏ  ２  排  出  量 
 現  在  （  2024  年  ３  ⽉）  ： 

 6,070  ト  ン 
 2027  年  ： 

 5,992  ト  ン 

 Ｉ  ｏ  Ｔ  を  活  ⽤  し  た  廃  棄  物  回  収‧  処  理  の  効  率  化  を  ⼀  層  推  進  す  る  中  で、  回  収  に  係  る  労  ⼒ 
 や  コ  ス  ト  の  更  な  る  削  減  を  進  め  る  と  と  も  に、  削  減  さ  れ  た  コ  ス  ト  等  の  活  ⽤  に  よ  る  回  収  場  所 
 や  時  間  の  多  様  化  に  よ  り  住  ⺠  の  利  便  性  の  向  上  を  図  る  こ  と  で、  リ  サ  イ  ク  ル  向  け  の  廃  棄  物  の 
 回  収  率‧  量  を  増  加  さ  せ、  限  り  あ  る  資  源  を  有  効  に  使  う  循  環  型  社  会  の  形  成  を  推  進  す  る。 
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 （１）  -  ２     三  側  ⾯  を  つ  な  ぐ  統  合  的  取  組 
 統  合  的  取  組  の  事  業  名  ：  舞  鶴  版  Society5.0  実  装  推  進  事  業 

    今  後、  ま  す  ま  す  の  ⼈  ⼝  減  少  や  ⾼  齢  化  の  進  ⾏  が  予  測  さ  れ  る  中  に  あっ  て、  住  ⺠  の  参  画  は 
 も  と  よ  り、  域  内‧  外  の  ⺠  間  企  業  等  と  の  連  携  の  も  と、  エ  ネ  ル  ギー  や  交  通、  ⽣  活  （マッ  チ 
 ン  グ‧  キャッ  シュ  レ  ス）、  公  共  （イ  ン  フ  ラ  や  ヒ  ト  の  ⾒  守  り）  等  を  先  進  技  術  等  の  活  ⽤  に 
 よ  り  つ  な  ぎ  合  わ  せ  る  こ  と  で、  ⾃  ⽴  と  共  ⽣  を  促  進  し、  『ヒ  ト、  モ  ノ、  情  報、  あ  ら  ゆ  る  資 
 源  が  つ  な  が  る  “未  来  の  舞  鶴”』  を  実  現  し、  持  続  可  能  性  を  ⾼  め  る。 

 （取  組  概  要） 

    住  ⺠  は  も  と  よ  り、  域  内‧  外  の  ⺠  間  企  業  や  教  育  機  関  と  連  携  を  強  化  す  る  と  と  も  に、  Ａ  Ｉ 
 や  Ｉ  Ｃ  Ｔ  等  の  先  進  技  術  を  積  極  的  に  導  ⼊  し、  エ  ネ  ル  ギー  や  交  通、  ⽣  活  （マッ  チ  ン  グ‧ 
 キャッ  シュ  レ  ス）、  公  共  （イ  ン  フ  ラ  や  ヒ  ト  の  ⾒  守  り）  等  を  つ  な  ぎ  合  わ  せ  る  こ  と  で  有  効 
 に  活  ⽤  す  る  た  め  の  「舞  鶴  版  Society5.0  」  の  実  装  を  推  し  進  め  る。  「舞  鶴  版  Society5.0  」  の 
 実  装  に  よ  り、  ⽇  常  ⽣  活  や  都  市  機  能  に  お  け  る  効  率  性  や  利  便  性  の  向  上、  ヒ  ト  と  ヒ  ト  の  つ  な 
 が  り  の  強  化、  ⾼  齢  者  や  ⼥  性  の  更  な  る  社  会  参  画  等  を  促  し、  新  た  な  価  値  創  造  を  切  り  拓  く  と 
 と  も  に  ま  ち  の  持  続  可  能  性  を  ⾼  め、  都  会  に  は  な  い  豊  か  な  ⾃  然  や  歴  史‧  ⽂  化  の  中  で  の  『ヒ 
 ト、  モ  ノ、  情  報、  あ  ら  ゆ  る  資  源  が  つ  な  が  る  “未  来  の  舞  鶴”』  を  実  現  す  る。 
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 （２）  情  報  発  信 
 （域  内  向  け） 

 ‧  次  代  を  担  う  こ  ど  も  た  ち  へ  の  発  信 
 若  年  層  の  市  外  流  出  に  よ  る  ⼈  ⼝  減  少  や  ⾼  齢  化  が  ⼤  き  な  課  題  で  あ  る  中、  こ  ど  も  達  の  郷  ⼟ 

 愛  を  育  み、  将  来  の  地  域  を  担  う  ⼈  材  を  育  成  す  る  た  め、  市  内  全  中  学  校  を  市  ⻑  ⾃  ら  が  ま  わ 
 り、  ⾷  育  を  含  め、  市  の  持  続  可  能  な  ま  ち  づ  く  り  の  取  組  な  ど  を  伝  え  て  い  る。  そ  う  す  る  こ  と 
 で、  こ  ど  も  達  の  郷  ⼟  愛  を  深  め、  将  来、  本  市  に  住  み  続  け、  ま  た、  進  学  等  に  伴  い  転  出  し  た 
 若  者  が  ⼤  学  等  卒  業  後  に  本  市  に  戻  る  こ  と  に  繋  げ  る  と  と  も  に、  Ｓ  Ｄ  Ｇ  ｓ  の  取  組  に  対  す  る  こ 
 ど  も  達  の  理  解  と  参  画  を  促  す。 

 ま  た、  ⼩  学  校  へ  の  「Ｓ  Ｄ  Ｇ  ｓ  出  前  講  座」  に  取  り  組  み、  総  合  学  習  に  お  い  て、  児  童  ⾃  ら 
 が  Ｓ  Ｄ  Ｇ  ｓ  の  推  進  ⽅  法  な  ど  考  え  る  機  会  を  創  出  す  る。 

 さ  ら  に、  舞  鶴  ⾚  れ  ん  が  パー  ク  内  に  開  設  し  た  「  Coworkation  Village  MAIZURU  （コ 
 ワー  キ  ン  グ  ス  ペー  ス）」  を  こ  ど  も  達  の  教  育‧  体  験  の  場  と  し  て  活  ⽤  し、  地  元  ⾼  等  教  育  機 
 関、  企  業  等  と  連  携  し、  プ  ロ  グ  ラ  ミ  ン  グ  や  電  気  ⼯  作、  ま  た、  環  境  問  題  や  海  や  ⿂  な  ど  の  ⾃ 
 然  科  学  に  つ  い  て  学  び、  触  れ  る  機  会  を  設  け  る  中  で、  こ  ど  も  達  に  将  来  地  域  で  活  躍  で  き  る  ス 
 キ  ル  や  環  境  を  整  え  て  き  た  と  こ  ろ  で  あ  り、  産  官  学  ⼀  体  と  なっ  て、  次  代  を  担  う  こ  ど  も  達  に 
 持  続  可  能  な  地  域  を  ⽀  え  る  こ  と  の  重  要  性  を  発  信  し  て  い  く。 

 現  在、  市  内  の  ３  ⾼  等  学  校  に  お  い  て  は、  Ｓ  Ｄ  Ｇ  ｓ  の  理  解、  実  践  に  取  り  組  ん  で  い  る  と  こ 
 ろ  で  あ  り、  本  市  の  Ｓ  Ｄ  Ｇ  ｓ  未  来  都  市  と  し  て  の  取  組  等  と  の  連  携  を  通  じ、  よ  り  深  化  し  た  実 
 践  活  動  へ  と  つ  な  げ  て  い  く。 

 ‧  地  域  へ  の  発  信 
 市  内  の  産  官  学  ⾦  労  ⾔  ⼠  等  や  住  ⺠  代  表  な  ど、  52  団  体  の  代  表  で  構  成  す  る  「舞  鶴  市  み  ら  い 

 戦  略  推  進  会  議」  に  お  い  て、  「舞  鶴  市  ま  ち‧  ひ  と‧  し  ご  と  創  ⽣  総  合  戦  略」  の  進  ⾏  管  理、 
 施  策  の  検  討  を  ⾏っ  て  い  る  と  こ  ろ  で  あ  り、  ⾃  治  体  Ｓ  Ｄ  Ｇ  ｓ  の  取  組  に  つ  い  て  も  同  会  議  に  お 
 い  て  発  信  し、  地  ⽅  創  ⽣  の  推  進  に  重  要  な  取  組  で  あ  る  こ  と  の  情  報  共  有  を  図  り、  地  域  全  体  で 
 取  組  を  推  し  進  め  て  い  く。 

 舞  鶴  市  Ｓ  Ｄ  Ｇ  ｓ  未  来  都  市  推  進  本  部  に  お  い  て  は、  広  報  紙、  ホー  ム  ペー  ジ、  各  種  メ  ディ 
 ア、  Ｓ  Ｎ  Ｓ  等  を  活  ⽤  し、  本  市  の  Ｓ  Ｄ  Ｇ  ｓ  未  来  都  市  と  し  て  の  取  組  を  発  信  し  て  い  る  と  こ  ろ 
 で  あ  り、  今  後、  持  続  可  能  な  ま  ち  づ  く  り  を  よ  り  ⾝  近  に  実  感  す  る  機  会  の  創  出、  多  様  な  メ 
 ディ  ア  媒  体  と  の  連  携  に  よ  る  情  報  発  信  を  強  化  し  て  い  く。 

 （域  外  向  け  （国  内）） 

 ‧  京  都  府  北  部  連  携  都  市  圏  へ  の  発  信 
 舞  鶴  市、  福  知  ⼭  市、  綾  部  市、  宮  津  市、  京  丹  後  市、  伊  根  町  並  び  に  与  謝  野  町  の  京  都  府  北 

 部  ５  市  ２  町  が  ⼀  体  と  な  り、  そ  れ  ぞ  れ  の  強  み  を  ⽣  か  し  な  が  ら  連  携  と  協  ⼒  に  よ  り  役  割  分  担 
 と  機  能  強  化  を  図  る  「⽔  平  型  の  連  携」  を  推  進  す  る  こ  と  で、  「圏  域  全  体  の  地  域  循  環  型  の  経 
 済  成  ⻑」  「⾼  次  の  都  市  機  能  の  確  保」  「⽣  活  関  連  機  能  の  向  上」  に  協  働‧  連  携  し  て  取  り  組 
 ん  で  い  る。  ⼈  ⼝  減  少  や  ⾼  齢  化  な  ど  同  じ  地  域  課  題  を  抱  え、  様々  な  連  携  事  業  を  通  じ、  こ  れ 
 ま  で  か  ら  強  固  な  連  携  で  結  ば  れ  て  い  る  ５  市  ２  町  間  で  本  市  の  Ｓ  Ｄ  Ｇ  ｓ  の  取  組  を  共  有  す  る  中 
 で、  互  い  に  学  び  合  い、  ま  た、  互  い  に  取  組  を  磨  き  合  う  中  で  京  都  府  北  部  地  域  全  体  に  Ｓ  Ｄ  Ｇ 
 ｓ  の  取  組  を  波  及  さ  せ  る  こ  と  が  可  能  で  あ  る。 

 ‧  全  国  へ  の  発  信 
    オ  ム  ロ  ン  ソー  シ  ア  ル  ソ  リュー  ショ  ン  ズ  株  式  会  社  や  Ｋ  Ｄ  Ｄ  Ｉ  株  式  会  社  を  は  じ  め  と  す  る 
 ⺠  間  企  業  等  と  の  連  携  事  業  は、  本  市  に  賛  同  す  る  ⺠  間  企  業  等  が、  そ  れ  ぞ  れ  の  資  ⾦  や  技  術、 
 知  ⾒  な  ど  を  持  ち  寄っ  て  本  市  を  フィー  ル  ド  に  地  域  課  題  の  解  決  や  地  域  活  性  化  等  の  実  証  実  験 
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 を  実  施  す  る  と  と  も  に、  実  証  実  験  を  通  じ  て  実  装  し  た  技  術  や  サー  ビ  ス  の  全  国  へ  の  普  及  展  開 
 を  ⽬  指  す  取  組  で  あ  る。  本  市  に  お  け  る  取  組  を、  全  国  の  10  万  ⼈  以  下  の  都  市  に  お  け  る  モ  デ  ル 
 的  な  取  組  と  し  て  磨  き  上  げ  る  と  と  も  に、  本  市  や  連  携  企  業  等  か  ら  広  く  発  信  さ  れ  る  こ  と  に  よ 
 り、  官  ⺠  連  携  に  よ  る  地  ⽅  創  ⽣  や  Ｓ  Ｄ  Ｇ  ｓ  の  推  進  モ  デ  ル  と  し  て  広  く  発  信  さ  れ  る。 
    ま  た、  市  外  在  住  の  学  ⽣  等  向  け  地  域  体  験  プ  ロ  グ  ラ  ム  等  へ  の  参  加  者  や  市  外  在  住  の  舞  鶴 
 ファ  ン  （サ  ポー  ター）  等  の  関  係  ⼈  ⼝  に  対  し  本  市  の  Ｓ  Ｄ  Ｇ  ｓ  の  取  組  等  を  発  信  す  る  と  と  も 
 に、  本  市  の  Ｓ  Ｄ  Ｇ  ｓ  の  取  組  等  に  つ  い  て、  関  係  ⼈  ⼝  が  Ｓ  Ｎ  Ｓ  等  を  通  じ  て  広  く  発  信  す  る  仕 
 組  み  を  構  築  す  る  こ  と  で  情  報  発  信  ⼒  を  強  化  す  る。 

 そ  の  ほ  か、  関  ⻄  経  済  連  合  会  と  の  連  携  を  背  景  に、  都  市  部  の  ス  テー  ク  ホ  ル  ダー  （企  業  や 
 研  究  機  関  等）  に  対  し、  本  市  の  強  み  や  地  域  課  題、  ま  ち  づ  く  り  へ  の  思  い  を  発  信  し、  ⼀  緒  に 
 地  域  課  題  に  取  り  組  む  新  た  な  ス  テー  ク  ホ  ル  ダー  を  発  掘  す  る  中  で  関  係  ⼈  ⼝  を  拡  ⼤  す  る。 

 （海  外  向  け） 

 ‧  ウ  ズ  ベ  キ  ス  タ  ン  と  の  交  流  を  通  じ  た  発  信 
 本  市  と  ウ  ズ  ベ  キ  ス  タ  ン  共  和  国  と  の  交  流  は、  戦  後  の  引  き  揚  げ  と  抑  留  を  縁  に、  平  成  28  年 

 １  ⽉、  同  国  の  ⽇  本  ⼈  抑  留  者  資  料  館  の  ス  ル  タ  ノ  フ  館  ⻑  が  本  市  を  来  訪  さ  れ  た  こ  と  に  始  ま 
 り、  東  京  五  輪  の  ホ  ス  ト  タ  ウ  ン  交  流  や  ⽇  本  ⼈  抑  留  者  が  建  設  に  関  わっ  た  ナ  ボ  イ  劇  場  の  団  員 
 に  よ  る  舞  鶴  公  演、  舞  鶴  市  ⺠  訪  問  団  の  ウ  ズ  ベ  キ  ス  タ  ン  訪  問  な  ど、  多  ⽅  ⾯  に  広  がっ  て  い 
 る。 

 今  後  も  市  ⺠  を  は  じ  め、  教  育  機  関  や  ウ  ズ  ベ  キ  ス  タ  ン  関  係  団  体  等  と  の  重  層  的‧  多  ⾯  的  な 
 交  流  体  制  を  構  築  し、  引  き  揚  げ  の  史  実  を  契  機  と  す  る  本  市  と  ウ  ズ  ベ  キ  ス  タ  ン  と  の  交  流  の  深 
 化  を  図  る。  こ  の  交  流  を  通  じ  て、  世  界  に  向  け  た  平  和  の  尊  さ  の  発  信  は  も  と  よ  り、  我  が  国  と 
 ウ  ズ  ベ  キ  ス  タ  ン、  中  央  ア  ジ  ア  と  の  架  け  橋  と  な  る  こ  と  で、  将  来  的  に  ⽂  化  や  経  済  の  交  流  を 
 通  じ  た  我  が  国  の  国  際  貢  献  の  Ｐ  Ｒ  に  繋  が  る  も  の  で  あ  る。 

 （３）  普  及  展  開  性 
 （他  の  地  域  へ  の  普  及  展  開  性） 

 オ  ム  ロ  ン  ソー  シ  ア  ル  ソ  リュー  ショ  ン  ズ  株  式  会  社  や  Ｋ  Ｄ  Ｄ  Ｉ  株  式  会  社  を  は  じ  め  と  す  る 
 ⺠  間  企  業  等  と  の  連  携  事  業  は、  本  市  に  賛  同  す  る  ⺠  間  企  業  等  が、  そ  れ  ぞ  れ  の  資  ⾦  や  技  術、 
 知  ⾒  な  ど  を  持  ち  寄っ  て  本  本  市  を  フィー  ル  ド  に  地  域  課  題  の  解  決  や  地  域  活  性  化  等  の  実  証  実 
 験  を  実  施  す  る  と  と  も  に、  実  証  実  験  を  通  じ  て  実  装  し  た  技  術  や  サー  ビ  ス  の  全  国  へ  の  普  及  展 
 開  を  ⽬  指  す  取  組  で  あ  る。 

 本  市  に  お  け  る  取  組  を、  全  国  の  10  万  ⼈  以  下  の  都  市  に  お  け  る  モ  デ  ル  的  な  取  組  と  し  て  磨  き 
 上  げ  る  と  と  も  に、  本  市  や  連  携  企  業  等  か  ら  広  く  発  信  さ  れ  る  こ  と  に  よ  り、  本  市  と  同  様  の  課 
 題  を  抱  え  る  ⾃  治  体  の  参  考  事  例  に  な  る。 

 ※  改  ペー  ジ 
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 ３     推  進  体  制 
 （１）  各  種  計  画  へ  の  反  映 
 （総  合  計  画） 

 2019  年  ４  ⽉  １  ⽇  を  始  期  と  す  る  第  ７  次  舞  鶴  市  総  合  計  画  （計  画  期  間  ：  2019  年  ４  ⽉  〜 
 2027  年  ３  ⽉）  に  お  い  て、  『ひ  と‧  ま  ち  が  輝  く  未  来  創  造‧  港  湾  都  市  Ｍ  Ａ  Ｉ  Ｚ  Ｕ  Ｒ  Ｕ』  を 
 都  市  像  に  掲  げ、  「未  来  に  希  望  が  も  て  る  活  ⼒  あ  る  ま  ち」  「市  ⺠  （事  業  所）  が  元  気  な  ま 
 ち」  「住  み  続  け  た  い  と  思  え  る  ま  ち、  ⼈  が  集  う  魅  ⼒  あ  る  ま  ち」  「新  た  な  技  術  を  導  ⼊  し  た 
 未  来  型  の  ス  マー  ト  な  ま  ち」  「多  様  な  連  携  の  も  と、  持  て  る  資  源  を  効  果  的  に  活  ⽤  す  る  ま 
 ち」  を  ⽬  指  す  べ  き  将  来  の  ま  ち  の  姿  に  掲  げ、  経  済‧  社  会‧  環  境  が  調  和  し  た  持  続  可  能  な  ま 
 ち  づ  く  り  （舞  鶴  版  Ｓ  Ｄ  Ｇ  s  ）  を  推  進  す  る  こ  と  と  し  て  い  る。 

 （総  合  戦  略  （第  ２  期  舞  鶴  市  ま  ち‧  ひ  と‧  し  ご  と  創  ⽣  総  合  戦  略）） 

 第  ２  期  総  合  戦  略  （計  画  期  間  ：  2020  年  ４  ⽉  〜  2027  年  ３  ⽉  （当  初  か  ら  ２  年  延  ⻑））  で 
 は、  2023  年  ７  ⽉  に  策  定  し  た  第  ７  次  舞  鶴  市  総  合  計  画  後  期  実  ⾏  計  画  と  連  動  し  た  施  策  の  展  開 
 に  よ  り、  後  期  実  ⾏  計  画  に  お  い  て  ⽬  指  す  ま  ち  「未  来  に  希  望  が  も  て  る  活  ⼒  あ  る  ま  ち‧  舞 
 鶴」  の  実  現  を  ⽬  指  す  こ  と  と  し  て  お  り、  総  合  戦  略  の  推  進  に  当  たっ  て  は、  「Ｓ  Ｄ  Ｇ  ｓ」  の 
 理  念  並  び  に  「舞  鶴  市  Ｓ  Ｄ  Ｇ  ｓ  未  来  都  市  計  画」  と  の  整  合  を  図  り  な  が  ら、  持  続  可  能  な  ま  ち 
 づ  く  り  を  進  め  て  い  る  と  こ  ろ  で  あ  る。 

 （環  境  基  本  計  画） 

 第  ３  期  環  境  基  本  計  画  で  は、  ⻑  期  的  視  点  に  ⽴っ  て、  21  世  紀  半  ば  （  2050  年）  を  ⽬  途  に、 
 本  市  が  ⽬  指  す  べ  き  環  境  像  を  「〜  ⼈  も  地  域  も  地  球  も  元  気  〜  環  境  に  や  さ  し  い  持  続  可  能  な  ま 
 ち  づ  く  り」  に  設  定  し、  そ  の  基  本  ⽬  標  と  し  て  「脱  炭  素  社  会  の  実  現」  や  「循  環  型  社  会  の  確 
 ⽴」、  「⾃  然  と  の  共  ⽣  社  会  の  確  ⽴」、  「良  好  な  ⽣  活  環  境  の  確  保」  に  取  り  組  む  こ  と  と  し 
 て  い  る。 

 現  在、  「Ｓ  Ｄ  Ｇ  ｓ  未  来  都  市  計  画」  や  「地  域  エ  ネ  ル  ギー  ビ  ジョ  ン」  と  連  動  し  た  再  ⽣  可 
 能  エ  ネ  ル  ギー  の  利  ⽤  拡  ⼤  や  エ  ネ  ル  ギー  の  地  産  地  消  等  を  推  進  し、  脱  炭  素  社  会  の  実  現  を  ⽬ 
 指  し  た  取  組  を  展  開  し  て  い  る。 

 地  球  温  暖  化  対  策  に  は、  市  ⺠  ⼀  ⼈  ひ  と  り  の  意  識  改  ⾰  に  よ  る  ラ  イ  フ  ス  タ  イ  ル  の  変  化  が  求 
 め  ら  れ  て  い  る  こ  と  か  ら、  啓  発  活  動  を  実  施  す  る  と  と  も  に、  市  ⺠、  事  業  者  の  取  り  組  み  を  促 
 進  し  て  い  く。 

 （地  域  エ  ネ  ル  ギー  ビ  ジョ  ン） 

 総  合  計  画  や  「Ｓ  Ｄ  Ｇ  ｓ  未  来  都  市  計  画」  に  掲  げ  る  将  来  像  や  取  組  の  実  現  を  ⽬  指  し、  地  域 
 エ  ネ  ル  ギー  を  活  ⽤  し  た  持  続  可  能  な  地  域  づ  く  り  の  指  針  と  し  て、  「脱  炭  素  化」  「防  災  ⼒  強 
 化」  「地  域  活  性  化」  の  同  時  達  成  を  ⽬  指  し  た  ⽬  標  や  ⽅  策  を  ⽰  す  「地  域  エ  ネ  ル  ギー  ビ  ジョ 
 ン」  を  策  定。 

 「⾏  政  の  エ  ネ  ル  ギー  計  画」  と  し  て  で  は  な  く、  市  内  外  の  企  業‧  教  育  機  関  等  と  連  携  し  た 
 取  組  を  位  置  付  け、  相  互  に  関  連  す  る  全  て  の  取  組  を  ⼀  体  的  に  推  進  し、  本  市  に  お  け  る  環  境‧ 
 社  会‧  経  済  の  課  題  を  統  合  的  に  解  決  し、  舞  鶴  版  「地  域  循  環  共  ⽣  圏」  を  構  築  し、  持  続  可  能 
 で  活  ⼒  の  あ  る  舞  鶴  市  の  実  現  を  図  る  こ  と  と  し  て  い  る。  ※  改  ペー  ジ 
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 （２）  ⾏  政  体  内  部  の  執  ⾏  体  制 
 （舞  鶴  市  Ｓ  Ｄ  Ｇ  ｓ  未  来  都  市  推  進  本  部） 

 令  和  ３  年  度  か  ら、  こ  れ  ま  で  の  「Ｓ  Ｄ  Ｇ  ｓ  未  来  都  市  計  画」  基  づ  く  取  組  実  績  等  も  踏  ま 
 え、  さ  ら  な  る  庁  内  推  進  体  制  の  強  化  と  多  様  な  連  携  促  進  を  図  る  た  め、  庁  内  横  断  組  織  で  あ  る 
 舞  鶴  市  Ｓ  Ｄ  Ｇ  ｓ  未  来  都  市  推  進  本  部  を  設  置。 

 経  済  産  業、  地  域  共  ⽣、  環  境‧  地  域  エ  ネ  ル  ギー、  防  災‧  減  災、  ⾏  政  運  営  の  分  野  に  お  い 
 て、  よ  り  具  体  的  な  事  業  を  展  開  し  て  い  る。 
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 （３）  ス  テー  ク  ホ  ル  ダー  と  の  連  携 
 （域  内  外  の  主  体） 

 【オ  ム  ロ  ン  ソー  シ  ア  ル  ソ  リュー  ショ  ン  ズ  株  式  会  社】 
 平  成  30  年  10  ⽉  か  ら  本  市  と  オ  ム  ロ  ン  ソー  シ  ア  ル  ソ  リュー  ショ  ン  ズ  株  式  会  社  が  連  携  し、 

 「成  熟  社  会  に  お  け  る  “豊  か  な  暮  ら  し  を  営  め  る  ま  ち  づ  く  り”  合  同  検  討  プ  ロ  ジェ  ク  ト」  を  開 
 始。  効  率  的  で  持  続  的  な  ま  ち  づ  く  り  の  実  現  に  向  け、  双  ⽅  に  ⼈  材  を  出  し  合っ  て  プ  ロ  ジェ  ク 
 ト  チー  ム  を  結  成  し、  約  ４  か  ⽉  間  に  わ  た  り、  地  域  の  課  題  整  理  と  解  決  策  の  検  討  を  推  進  し  て 
 き  た。 

 平  成  31  年  ４  ⽉  に  は、  本  市  と  オ  ム  ロ  ン  ソー  シ  ア  ル  ソ  リュー  ショ  ン  ズ  株  式  会  社  （以  下、 
 Ｏ  Ｓ  Ｓ  社）  が、  地  ⽅  都  市  が  外  部  環  境  に  依  存  せ  ず、  ⾃  ら  稼  ぎ、  安  定  し  た  地  域  経  済  を  実  現 
 す  る  こ  と  で、  持  続  可  能  な  社  会  「⾃  律  社  会」  を  ⽬  指  し  た  取  組  を  進  め  る  こ  と  を  盛  り  込  ん  だ 
 協  定  を  締  結。 

 現  在、  Ｏ  Ｓ  Ｓ  社、  ⽇  本  交  通  株  式  会  社、  本  市  の  連  携  に  よ  り、  既  存  交  通  を  補  完  す  る  仕  組 
 み  と  し  て  移  動  し  た  い  ⼈  と  送  迎  可  能  な  ⼈  と  を  Ｏ  Ｓ  Ｓ  社  が  開  発  し  た  ス  マー  ト  フォ  ン  ア  プ  リ 
 「  meemo  」  を  活  ⽤  し  て  ⽬  的  地  ま  で  送  迎  す  る  仕  組  み  を  地  域  住  ⺠  が  ⾃  ら  組  織  す  る  ⾼  野  地  域 
 協  議  会  に  お  い  て  ⾃  家  ⽤  有  償  旅  客  運  送  制  度  の  も  と  運  ⽤  し  て  い  る。 

 ま  た、  再  ⽣  可  能  エ  ネ  ル  ギー  設  備  の  導  ⼊  等  を  通  じ  た  再  ⽣  可  能  エ  ネ  ル  ギー  の  利  ⽤  促  進  に 
 も  取  り  組  ん  で  お  り、  こ  れ  ま  で  舞  鶴  ⽂  化  公  園  体  育  館  や  東  舞  鶴  体  育  館  で  再  ⽣  可  能  エ  ネ  ル 
 ギー  設  備  を  導  ⼊  し  て  き  た。 

 他  に  も、  河  川  ⽔  位  等  地  域  の  危  険  情  報  を  防  災  情  報  と  連  動  さ  せ、  避  難  を  必  要  と  す  る  地  域 
 に  適  切  な  タ  イ  ミ  ン  グ  で、  市  ⺠  の  避  難  ⾏  動  に  つ  な  が  る  情  報  発  信  を  ⽬  的  と  す  る  「舞  鶴  市  総 
 合  モ  ニ  タ  リ  ン  グ  情  報  配  信  シ  ス  テ  ム」  を  開  発。  令  和  ３  年  ７  ⽉  に、  国  や  京  都  府  が  公  開  し  て 
 い  る  河  川  ⽔  位  情  報  と  舞  鶴  市  の  管  理  河  川  の  情  報  を  ⼀  括  し  て  表  ⽰  す  る  ウェ  ブ  上  の  画  ⾯  の  運 
 ⽤  を  開  始  し、  市  の  ホー  ム  ペー  ジ  か  ら  の  閲  覧  を  可  能  と  し  た  上  で、  ⼀  層  有  ⽤  性  を  ⾼  め  る  た 
 め  随  時  機  能  を  強  化  し  て  い  る。  今  後、  全  国  で  ７  ⾃  治  体  が  実  証  実  験  モ  デ  ル  都  市  に  選  定  さ  れ 
 て  進  め  て  い  る  内  閣  府  の  市  町  村  災  害  対  応  統  合  シ  ス  テ  ム  及  び  京  都  府  の  ⽔  位  氾  濫  予  想  シ  ス  テ 
 ム  な  ど  の  災  害  予  測  を  モ  ニ  タ  リ  ン  グ  シ  ス  テ  ム  に  取  り  込  む  こ  と  で、  よ  り  細  分  化  さ  れ  た  区  域 
 の  避  難  情  報  が  得  ら  れ  る  な  ど、  市  ⺠  の  皆  様  の  安  全‧  安  ⼼  を  守  る  情  報  ツー  ル  と  し  て、  充  実 
 さ  せ  て  い  く。 

 【舞  鶴  ⼯  業  ⾼  等  専  ⾨  学  校、  Ｋ  Ｄ  Ｄ  Ｉ  株  式  会  社】 
 本  市  と  舞  鶴  ⼯  業  ⾼  等  専  ⾨  学  校、  Ｋ  Ｄ  Ｄ  Ｉ  株  式  会  社  は、  相  互  連  携  と  協  働  に  よ  る  活  動  を 

 推  進  し、  ３  者  の  様々  な  資  源  を  有  効  に  活  ⽤  す  る  中  で、  Ｉ  Ｃ  Ｔ  を  活  ⽤  し  た  第  ⼀  次  産  業  の  振 
 興  や  防  災‧  減  災  対  策  の  推  進、  ス  マー  ト  シ  ティ  の  実  現  な  ど、  舞  鶴  市  の  課  題  を  解  決  し  地  域 
 活  性  化  を  図  る  こ  と  を  ⽬  的  に、  平  成  30  年  12  ⽉  に  協  定  を  締  結  し  た。 

 平  成  31  年  ４  ⽉  か  ら  は  Ｋ  Ｄ  Ｄ  Ｉ  の  技  術  や  資  ⾦、  舞  鶴  ⼯  業  ⾼  等  専  ⾨  学  校  の  知  ⾒  を  ⽣  か  す 
 中  で、  本  市  を  フィー  ル  ド  に、  先  進  技  術  を  ⽣  か  し  た  防  災‧  減  災  対  策  の  推  進  に  係  る  実  証  実 
 験  を  推  進。  Ｋ  Ｄ  Ｄ  Ｉ  が  河  川  に  流  ⽔  計  を  取  り  付  け、  舞  鶴  ⼯  業  ⾼  等  専  ⾨  学  校  が  解  析  を  進  め 
 て  い  る。 

 ま  た、  農  業  や  漁  業  分  野  に  Ｉ  ｏ  Ｔ  や  セ  ン  サー  技  術  を  活  ⽤  す  る  こ  と  で、  ⼀  次  産  業  の  安  定 
 と  発  展  の  実  現  及  び  後  継  者  不  ⾜  の  問  題  に  対  応  し  て  い  く  た  め、  舞  鶴  の  主  要  産  品  で  あ  る  万  願 
 寺  ⽢  と  う  な  ど  の  農  産  品  や  丹  後  と  り  ⾙  な  ど  の  ⽔  産  品  の  ⽣  産  現  場  に  環  境  デー  タ  を  収  集  す  る 
 セ  ン  サー  等  を  取  り  付  け、  得  ら  れ  た  モ  ニ  タ  リ  ン  グ  デー  タ  の  蓄  積‧  分  析  を  ⾏っ  て  い  る。  今 
 後、  最  適  な  ⽣  産  環  境  を  ⾒  え  る  化  し、  全  て  の  ⽣  産  者  に  情  報  を  共  有  す  る  と  と  も  に、  他  の  産 
 品  へ  の  応  ⽤  を  検  討  し  て  い  く。 

 17 



 【株  式  会  社  ウッ  ディー  ハ  ウ  ス】    
 ㈱  Ｊ  ＆  Ｊ  事  業  創  造  と  連  携  し、  平  成  31  年  ４  ⽉  に  舞  鶴  ⾚  れ  ん  が  パー  ク  内  に  開  設  し  た  コ 

 ワー  キ  ン  グ  ス  ペー  ス  は、  令  和  5  年  度  に  お  い  て  延  べ  6,000  名  を  超  え  る  利  ⽤  が  あ  り、  テ  レ 
 ワー  ク  利  ⽤  や  交  流  拠  点  と  し  て  施  設  の  存  在  が  認  知  さ  れ  て  き  た  と  こ  ろ  で  あ  る。 

 令  和  7  年  度  か  ら  ⾚  れ  ん  が  パー  ク  の  運  営  者  で  あ  る  ㈱  ウッ  ディー  ハ  ウ  ス  に  コ  ワー  キ  ン  グ  ス 
 ペー  ス  の  運  営  を  移  管  す  る  が、  新  た  な  運  営  者  で  あ  る  ㈱  ウッ  ディー  ハ  ウ  ス  と  連  携  し、  今  後 
 も  Ｓ  Ｄ  Ｇ  ｓ  の  発  信  拠  点  と  し  て、  ⼤  学  ゼ  ミ  合  宿  等  の  教  育  機  関  の  誘  致、  市  内  の  若  者  等  を  対 
 象  と  し  た  教  育、  福  祉、  環  境  な  ど  多  様  な  テー  マ  で  ワー  ク  ショッ  プ、  フィー  ル  ド  ワー  ク  を 
 ⾏  い、  ふ  る  さ  と  舞  鶴  を  考  え、  郷  ⼟  愛  や  シ  ビッ  ク  プ  ラ  イ  ド  の  醸  成  を  推  進  す  る  な  ど  新  た  な 
 展  開  を  図  る。 

 【株  式  会  社  Ｍ  Ｉ  Ｙ  Ａ  Ｃ  Ｏ】 
 令  和  ３  年  ７  ⽉  に  竣  ⼯  し  た  多  世  代  交  流  施  設  「ま  な  び  あ  む」  は、  ⼦  供  か  ら  現  役  世  代、  ⾼ 

 齢  者  に  ⾄  る  各  世  代  が  集  い、  交  わ  り、  に  ぎ  わ  い  を  創  出  す  る  地  域  の  拠  点  施  設  を  ⽬  指  す  も  の 
 で  あ  り、  株  式  会  社  Ｍ  Ｉ  Ｙ  Ａ  Ｃ  Ｏ  は、  当  該  施  設  に  開  設  し  た  若  年  者  層  を  ター  ゲッ  ト  と  し  た 
 簡  易  宿  泊  機  能  を  有  す  る  若  者  等  交  流  拠  点  施  設  「Ｇ  Ａ  Ｔ  Ｅ  Ｗ  Ａ  Ｙ     Ｍ  Ａ  Ｉ  Ｚ  Ｕ  Ｒ  Ｕ」  の  管 
 理  運  営  を  担っ  て  い  る。 

 ⼤  学  ⽣  の  フィー  ル  ド  ワー  ク  や  イ  ン  ター  ン  シッ  プ、  合  宿、  ま  た  企  業  の  研  修、  コ  ワー 
 ケー  ショ  ン  な  ど、  様々  な  ⽬  的  で  の  宿  泊  滞  在  の  機  会  を  創  出  し、  新  た  な  ⼈  の  つ  な  が  り  が  ⽣ 
 み  出  し  て  い  く。 

 【⼤  塚  製  薬  株  式  会  社】 
 令  和  ３  年  ６  ⽉、  本  市  が  掲  げ  る  「Ｉ  Ｔ  を  活  ⽤  し  た  ⼼  が  通  う  便  利  で  ⼼  豊  か  な  ま  ち  づ  く 

 り」  の  実  現  に  向  け、  本  市  の  Ｓ  Ｄ  Ｇ  ｓ  未  来  都  市  の  取  組  に  賛  同  い  た  だ  い  た  ⼤  塚  製  薬  株  式  会 
 社  と  健  康  増  進  に  よ  る  多  世  代  交  流  の  促  進  等  を  ⽬  的  と  す  る  包  括  的  連  携  協  ⼒  に  関  す  る  協  定  を 
 締  結。 

 多  世  代  交  流  施  設  「ま  な  び  あ  む」  な  ど  を  活  ⽤  し、  熱  中  症  予  防  対  策  の  周  知  活  動  な  ど  を  実 
 施  す  る  と  と  も  に、  災  害  時  備  蓄  ⽤  物  資  と  し  て  活  ⽤  す  る  ⾃  販  機  を  設  置  し  て  い  る。 

 今  後  も、  多  世  代  が  交  流  で  き  る  施  設  な  ど  を  活  ⽤  し  つ  つ、  連  携  し  て  市  ⺠  の  健  康  増  進  に  資 
 す  る  取  組  を  推  進  し  て  い  く。 

 【近  畿  能  開  ⼤  京  都  校‧  ポ  リ  テ  ク  カ  レッ  ジ  京  都、  イ  ン  フォ  ニッ  ク  株  式  会  社、  株  式  会  社 
 セー  ル  ス  フォー  ス‧  ジャ  パ  ン】 

 令  和  ３  年  ５  ⽉、  地  域  産  業  界  の  ⼈  材  育  成  を  担  う  近  畿  能  開  ⼤  京  都  校‧  ポ  リ  テ  ク  カ  レッ  ジ 
 京  都、  ソ  フ  ト  ウェ  ア  開  発  等  を  ⾏  う  Ｉ  Ｔ  企  業  で  あ  る  イ  ン  フォ  ニッ  ク  株  式  会  社、  ク  ラ  ウ  ド 
 サー  ビ  ス  を  提  供  す  る  グ  ロー  バ  ル  企  業  で  あ  る  株  式  会  社  セー  ル  ス  フォー  ス‧  ジャ  パ  ン  と、 
 Ｉ  Ｔ  ⼈  材  の  育  成  と  地  域  活  性  化  を  ⽬  的  と  し  た  連  携  に  関  す  る  協  定  を  締  結。 

 イ  ン  フォ  ニッ  ク  社  に  お  い  て  は、  令  和  ３  年  ６  ⽉  に  舞  鶴  ⽀  社  を  開  設  し、  近  畿  能  開  ⼤  京  都 
 校  の  学  ⽣  の  イ  ン  ター  ン  の  受  け  ⼊  れ  や、  同  校  で  の  Ｉ  Ｔ  キャ  リ  ア  教  育  の  実  施  等  を  通  し  て、 
 本  市  に  お  け  る  Ｉ  Ｔ  ⼈  材  の  育  成‧  雇  ⽤  に  取  り  組  ん  で  い  る。 

 今  後、  さ  ら  な  る  連  携  強  化  を  図  り、  地  域  が  求  め  る  新  た  な  ⼈  材  の  育  成、  雇  ⽤  創  出、  移  住 
 促  進  等  を  図っ  て  い  く。 

 【京  都  府  ⽴  ⼤  学】 
 平  成  25  年  度  に  連  携  協  ⼒  包  括  協  定  を  締  結  し  た  京  都  府  ⽴  ⼤  学  と  は、  ⻑  年  に  わ  た  り、  市  ⺠ 

 と  共  に  取  り  組  む  政  策  評  価  や、  政  策  づ  く  り  塾  の  実  施  等、  「市  ⺠  参  画‧  協  働  の  推  進」  「⼈ 
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 材  の  育  成」  な  ど  に  取  り  組  ん  で  き  た  と  こ  ろ  で  あ  り、  こ  れ  ま  で  の  連  携  の  取  組  実  績  な  ど  を  踏 
 ま  え、  京  都  府  ⽴  ⼤  学  が  掲  げ  る  「京  都  府  域  全  体  の  キャ  ン  パ  ス  化」  の  実  現  に  向  け  た  取  組  の 
 先  駆  け  と  し  て、  令  和  ３  年  10  ⽉、  北  部  サ  テ  ラ  イ  ト  オ  フィ  ス  と  な  る  「ま  い  づ  る  ⾚  れ  ん  が  オ 
 フィ  ス」  を  ⾚  れ  ん  が  パー  ク  内  に  開  設  さ  れ  た。 

 「ま  い  づ  る  ⾚  れ  ん  が  オ  フィ  ス」  で  は、  ⾚  れ  ん  が  コ  ワー  キ  ン  グ  ス  ペー  ス  な  ど  を  活  ⽤ 
 し、  市  内  ３  ⾼  校  と  の  ⾼  ⼤  連  携  の  取  組  を  は  じ  め、  ⾃  治  体  職  員  や  学  ⽣  な  ど  に  向  け  て  地  ⽅  ⾃ 
 治‧  地  域  づ  く  り  の  た  め  の  研  究  会、  学  ⽣  の  フィー  ル  ド  ワー  ク、  調  査  研  究  な  ど  を  実  施  し  て 
 い  る。 

 今  後  も、  京  都  府  ⽴  ⼤  学  の  有  す  る  専  ⾨  性、  ⼈  材、  ネッ  ト  ワー  ク  を  ⽣  か  し、  ⾼  ⼤  連  携  を 
 は  じ  め、  市  ⺠  向  け  講  座  や、  異  業  種  交  流  な  ど  の  実  施  な  ど  の  取  組  や  学  ⽣  の  フィー  ル  ド  ワー 
 ク、  調  査  研  究  な  ど  を  推  進  し  て  い  く。 

 （国  内  の  ⾃  治  体） 

 舞  鶴  市、  福  知  ⼭  市、  綾  部  市、  宮  津  市、  京  丹  後  市、  伊  根  町  並  び  に  与  謝  野  町  の  京  都  府  北 
 部  ５  市  ２  町  が  ⼀  体  と  な  り、  そ  れ  ぞ  れ  の  強  み  を  ⽣  か  し、  「選  択  と  集  中、  分  担  と  連  携」  に 
 よ  る  ⽔  平  型  の  新  た  な  広  域  連  携  に  よ  り、  「圏  域  全  体  の  経  済  成  ⻑」  「⾼  次  の  都  市  機  能  の  確 
 保‧  充  実」  「⽣  活  関  連  サー  ビ  ス  の  向  上」  に  取  り  組  ん  で  い  る。 

 令  和  ３  年  ４  ⽉  か  ら  ス  ター  ト  し  た  「第  ２  期  京  都  府  北  部  地  域  連  携  都  市  圏  ビ  ジョ  ン」  に  お 
 い  て  は、  広  域  連  携  に  よ  り  持  続  可  能  な  圏  域  を  形  成  す  る  た  め  に  は、  本  圏  域  で  ⾃  律  的  な  仕  組 
 み  を  構  築  す  る  こ  と  が  必  要  で  あ  り、  続  可  能  な  開  発  ⽬  標  （Ｓ  Ｄ  Ｇ  ｓ）  や  Society5.0  の  推  進 
 な  ど  、  新  た  な  時  代  の  流  れ  に  応  じ  た  取  組  を  展  開  す  る  と  し  て  い  る  と  こ  ろ  で  あ  る。 

 ビ  ジョ  ン  で  は、  各  連  携  施  策  と  Ｓ  Ｄ  Ｇ  ｓ  の  ゴー  ル  と  の  関  係  性  を  可  視  化  し、  連  携  市  町  が 
 と  も  に  Ｓ  Ｄ  Ｇ  ｓ  の  視  点  に  ⽴っ  て、  個々  の  取  組  が  ど  の  よ  う  な  役  割  を  果  た  し  て  い  る  の  か、 
 相  互  の  連  携  の  重  要  性  を  認  識  し、  将  来  に  わ  たっ  て  持  続  可  能  な  圏  域  の  形  成  を  ⽬  指  し  て  い 
 く。 

 ま  た、  市  町  が  単  独  で  ⾏っ  て  い  る  既  存  事  業  の  連  携  の  可  能  性  を  積  極  的  に  検  討  す  る  と  と  も 
 に、  広  域  連  携  に  よ  り  実  施  す  る  場  合  は  施  策  効  果  の  最  ⼤  化  を  図  り、  ⾏  政  コ  ス  ト  （費  ⽤、  ⼈ 
 員‧  時  間）  の  低  減  に  よ  り  ⽣  じ  た  ⼈  的‧  財  政  的  資  源  を  活  ⽤  し、  新  た  な  施  策  を  展  開  す  る  と 
 い  う  好  循  環  を  実  現  す  る。 

 （海  外  の  主  体） 

 本  市  と  ウ  ズ  ベ  キ  ス  タ  ン  共  和  国  と  の  交  流  は、  戦  後  の  抑  留  と  引  き  揚  げ  を  縁  に、  平  成  28  年 
 １  ⽉、  同  国  の  ⽇  本  ⼈  抑  留  者  資  料  館  の  ス  ル  タ  ノ  フ  館  ⻑  が  本  市  を  来  訪  さ  れ  た  こ  と  に  始  ま 
 り、  東  京  五  輪  に  お  け  る  ホ  ス  ト  タ  ウ  ン  と  し  て  の  選  ⼿  の  受  ⼊  や  ⽇  本  ⼈  抑  留  者  が  建  設  に  関 
 わっ  た  ナ  ボ  イ  劇  場  の  団  員  に  よ  る  舞  鶴  公  演、  舞  鶴  市  ⺠  訪  問  団  の  ウ  ズ  ベ  キ  ス  タ  ン  訪  問  な 
 ど、  多  ⽅  ⾯  に  広  がっ  て  い  る。 

 こ  の  よ  う  な  中、  令  和  元  年  に  フェ  ル  ガ  ナ  州  リ  シ  タ  ン  地  ⽅  と  の  間  で  「産  業  技  術」  「介  護 
 福  祉」  分  野  の  ⼈  材  育  成  や  茶  の  栽  培  技  術  の  普  及  に  関  す  る  覚  書  を  取  り  交  わ  し、  特  に  ウ  ズ  ベ 
 キ  ス  タ  ン  共  和  国  の  発  展  に  寄  与  す  る  同  国  の  若  者  の  ⼈  材  育  成  や  茶  の  栽  培  技  術  の  普  及  に  資  す 
 る  取  組  を  実  施  し  て  い  る。 

 「産  業  技  術」  ⼈  材  育  成  の  取  組  で  は、  ⽇  本  の  産  業  技  術  を  習  得  し  た  い  リ  シ  タ  ン  地  ⽅  の  学 
 ⽣  に  よ  る  近  畿  職  業  能  ⼒  開  発  ⼤  学  校  京  都  校  へ  の  留  学  ⽀  援  を  ⾏っ  て  い  る。  令  和  ４  年  か  ら  毎 
 年、  リ  シ  タ  ン  地  ⽅  の  ⽇  本  語  学  校  「  norikoNoriko  学  級」  の  ⽣  徒  を  留  学  ⽣  と  し  て  同  校  で  受 
 け  ⼊  れ  る  と  と  も  に、  卒  業  後  は  製  造  業  を  中  ⼼  に  舞  鶴  市  内  企  業  で  働  く  こ  と  で、  同  国  の  産  業 
 技  術  の  ⼈  材  育  成  に  寄  与  し  て  い  る。 
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 「介  護  福  祉」  ⼈  材  育  成  の  取  組  で  は、  リ  シ  タ  ン  地  ⽅  の  公  衆  衛  ⽣  専  ⾨  学  校  の  卒  業  ⽣  等  に 
 よ  る  舞  鶴  市  内  の  介  護  福  祉  施  設  へ  の  就  労  に  向  け  て、  特  定  技  能  1  号  （介  護）  の  在  留  資  格  取  得 
 の  た  め  の  学  習  ⽀  援  等  を  ⾏っ  て  い  る。  ウ  ズ  ベ  キ  ス  タ  ン  で  は  職  業  と  し  て  の  介  護  が  根  付  い  て 
 い  な  い  こ  と  か  ら、  同  校  の  カ  リ  キュ  ラ  ム  に  ⽇  本  の  介  護  技  術  を  取  り  込  む  こ  と  で、  学  ⽣  が  ⽇ 
 本  の  介  護  技  術  を  学  び、  在  留  資  格  を  取  得  し  や  す  く  す  る  た  め、  令  和  ５  年、  同  校  副  校  ⻑  等  に 
 よ  る  舞  鶴  の  介  護  施  設  の  視  察  を  受  け  ⼊  れ  た。  将  来、  在  留  資  格  を  取  得  し、  舞  鶴  の  介  護  施  設 
 で  受  け  ⼊  れ  る  こ  と  が  で  き  れ  ば、  ウ  ズ  ベ  キ  ス  タ  ン  の  ⼈  材  育  成  の  み  な  ら  ず、  本  市  の  介  護  ⼈ 
 材  不  ⾜  の  解  消  に  も  寄  与  す  る  こ  と  が  で  き  る。 

 茶  の  栽  培  技  術  の  普  及  の  取  組  で  は、  国  内  外  の  ⼤  学  や  専  ⾨  機  関  の  協  ⼒  を  得  て、  ウ  ズ  ベ  キ 
 ス  タ  ン  で  付  加  価  値  の  ⾼  い  茶  葉  の  栽  培  技  術  を  確  ⽴  す  る  た  め  の  ⽀  援  を  ⾏っ  て  き  た。  現  地  の 
 環  境  に  合っ  た  栽  培  技  術  の  確  ⽴  に  向  け、  令  和  ３  年  か  ら、  ⽇  本  か  ら  茶  の  苗  ⽊  を  現  地  に  輸  送 
 し、  ウ  ズ  ベ  キ  ス  タ  ン  農  業  ⼤  学  で  試  験  栽  培  を  始  め、  ⽣  育  デー  タ  の  収  集‧  分  析  を  進  め  て  い 
 る。  茶  の  本  格  栽  培  が  実  現  す  れ  ば、  綿  花  栽  培  が  主  体  と  なっ  て  い  る  同  国  の  農  業  に  新  た  な  可 
 能  背  を  ⽣  み  出  し、  ⼀  次  産  業  の  ⾼  付  加  価  値  化  に  も  寄  与  す  る  こ  と  が  で  き  る。 

 今  後  も、  市  ⺠  を  は  じ  め、  教  育  機  関  や  ウ  ズ  ベ  キ  ス  タ  ン  関  係  団  体  等  と  の  重  層  的‧  多  ⾯  的 
 な  交  流  体  制  を  構  築  す  る  こ  と  で、  引  き  揚  げ  の  史  実  を  契  機  と  す  る  本  市  と  ウ  ズ  ベ  キ  ス  タ  ン  と 
 の  交  流  の  深  化  を  図  る。  こ  の  交  流  を  通  じ  て、  世  界  に  向  け  た  平  和  の  尊  さ  の  発  信  は  も  と  よ 
 り、  我  が  国  と  ウ  ズ  ベ  キ  ス  タ  ン、  中  央  ア  ジ  ア  と  の  架  け  橋  と  な  る  こ  と  で、  将  来  的  に  ⽂  化  や 
 経  済  の  交  流  を  通  じ  た  我  が  国  の  国  際  貢  献  の  Ｐ  Ｒ  に  繋  が  る  も  の  で  あ  る。 
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 （４）  ⾃  律  的  好  循  環  の  形  成 
 (⾃  律  的  好  循  環  の  形  成  へ  向  け  た  制  度  の  構  築  等) 

 （事  業  ス  キー  ム） 

 本  市  の  Ｓ  Ｄ  Ｇ  ｓ  未  来  都  市  と  し  て  の  先  端  技  術  を  活  ⽤  し  た  持  続  可  能  な  ま  ち  づ  く  り」  施  策 
 の  展  開  は、  ま  ち  の  魅  ⼒  を  ⾼  め、  好  循  環  を  ⽣  み  出  し、  地  域  参  画  は  も  と  よ  り、  ⺠  間  企  業  や 
 教  育  機  関  等  か  ら、  知  恵、  ⼈  材、  ノ  ウ  ハ  ウ、  ネッ  ト  ワー  ク、  投  資  を  呼  び  込  ん  で  い  る  と  こ 
 ろ  で  あ  り、  多  様  な  連  携  に  よ  る  取  組  を  さ  ら  に  推  し  進  め、  持  続  可  能  な  好  循  環  を  ⽣  み  出  す  シ 
 ス  テ  ム  を  構  築  し  て  い  く。 

 （将  来  的  な  ⾃  ⾛  に  向  け  た  取  組） 

 産  官  学  等  連  携  に  よ  る  事  業  の  実  施  に  当  たっ  て  は、  ⺠  間  企  業  や  教  育  機  関  に  お  い  て、  補  助 
 ⾦  等  も  活  ⽤  し、  シ  ス  テ  ム  開  発  等  に  係  る  資  ⾦  調  達、  ⼈  材  の  投  ⼊  を  ⾏  い、  市  は、  調  査  研 
 究、  実  証  実  験  の  場  や  機  会  を  提  供  す  る  中  で、  未  来  都  市  計  画  関  連  事  業‧  取  組  の  ス  ター  ト 
 アッ  プ  を  円  滑  に  ⾏っ  て  き  た。 

 ま  た、  ⼈  材  ⾯  に  お  い  て  は、  地  域  が  求  め  る  ⼈  材  を  企  業  と  の  連  携、  異  業  種  交  流  の  促  進、 
 ま  た、  地  元  教  育  機  関  の  教  育  活  動  に  よ  り  育  成、  醸  成  す  る  取  組  を  展  開  し  て  き  た  と  こ  ろ  で  あ 
 る。 

 今  後  は、  ⺠  間  企  業  や  教  育  機  関  に  お  い  て、  調  査  研  究、  実  証  実  験  に  よ  り  得  ら  れ  た  知  ⾒、 
 開  発  さ  れ  た  シ  ス  テ  ム  等  を  実  ⽤  化、  社  会  実  装  す  る  中  で、  投  資  回  収  を  図  る  と  と  も  に、  市  に 
 お  い  て  は、  フィー  ル  ド  を  提  供  す  る  中  で  得  ら  れ  た  調  査  結  果  や  シ  ス  テ  ム  等  の  プ  ラッ  ト 
 フォー  ム  化  を  図  り、  効  果  的、  か  つ、  効  率  的  な  仕  組  み  を  構  築  し、  持  続  可  能  な  ⾏  政  運  営  に 
 つ  な  げ  る。  ま  た、  育  成  し  た  ⼈  材  が、  企  業、  地  域  等  で  働  き、  活  躍  す  る  好  循  環  を  創  出  し  て 
 い  く  取  組  と  す  る。 

 ※  改  ペー  ジ 
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 ４     地  ⽅  創  ⽣‧  地  域  活  性  化  へ  の  貢  献 
 本  市  の  Ｓ  Ｄ  Ｇ  s  の  取  組  は、  2030  年  に  お  け  る  あ  り  た  い  姿  を  ⽬  指  し、  ⺠  間  企  業  や  教  育  機 

 関  等  と  の  多  様  な  連  携  や  Ａ  Ｉ‧  Ｉ  Ｃ  Ｔ  等  の  先  進  技  術  の  積  極  的  な  導  ⼊  に  よ  り  都  市  の  持  続  可 
 能  性  の  維  持‧  向  上  に  取  り  組  む  も  の  で  あ  る。 

 2030  年  の  あ  り  た  い  姿  （先  進  技  術  を  ⽣  か  し  た  ヒ  ト、  モ  ノ、  情  報、  あ  ら  ゆ  る  資  源  が  つ  な 
 が  る  “未  来  に  の  舞  鶴”）  の  コ  ン  セ  プ  ト  を  ⽰  し、  賛  同  す  る  企  業  や  教  育  機  関  等  に  フィー  ル  ド 
 を  提  供  す  る  こ  と  で、  新  た  な  ヒ  ト‧  モ  ノ‧  カ  ネ  の  流  ⼊  を  促  進  す  る  取  組  は、  地  ⽅  都  市  に  お 
 け  る  共  通  の  課  題  で  あ  る  ⼈  ⼝  減  少  等  へ  の  対  策  と  し  て  の  効  果  が  期  待  で  き  る  も  の  で  あ  る。 

 ま  た、  新  た  な  ヒ  ト‧  モ  ノ‧  カ  ネ  の  流  れ  の  創  出  は、  呼  び  込  ん  だ  ヒ  ト‧  モ  ノ‧  カ  ネ  と  市 
 ⺠  や  市  内  の  事  業  者  等  と  の  積  極  的  な  交  流  を  促  す  こ  と  で、  双  ⽅  に  新  た  な  気  付  き  を  ⽣  み  出 
 し、  ビ  ジ  ネ  ス  機  会  へ  と  結  び  る  け  る  こ  と  で、  新  た  な  仕  事  や  働  く  場  の  創  出  な  ど、  地  域  経  済 
 へ  の  貢  献  に  結  び  付  け  る  こ  と  が  で  き  る。 

 さ  ら  に、  先  駆  的  な  取  組  を  進  め  て  い  る  「Ｓ  Ｄ  Ｇ  ｓ  未  来  都  市」  と  し  て  本  市  の  認  知  度  が  ⾼ 
 ま  る  こ  と  に  よ  り、  市  ⺠  プ  ラ  イ  ド  や  ふ  る  さ  と  愛  を  醸  成  し、  地  域  で  ⽣  ま  れ  た  ⼦  ど  も  が  地  域 
 で  育  ち、  地  域  を  ⽀  え  る  と  い  う  好  循  環  を  再  構  築  し、  地  域  の  持  続  可  能  性  を  ⾼  め  る  こ  と  が  可 
 能  と  な  る。 
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